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この製品は、関連するEU規制に適合しています；
詳細については、DOC シート（規格適合証明書）
をご覧ください。

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第656565号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

米米米国国国カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここののの製製製品品品ににに、、、
ガガガンンンややや先先先天天天性性性異異異常常常なななどどどののの原原原因因因とととなななるるる化化化学学学物物物
質質質ががが含含含まままれれれててていいいるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここののの製製製品品品ににに使使使
用用用ささされれれててていいいるるるエエエンンンジジジンンンののの排排排気気気にににははは発発発癌癌癌性性性
ややや先先先天天天性性性異異異常常常なななどどどののの原原原因因因とととなななるるる物物物質質質ががが含含含

まままれれれててていいいるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。

重重重要要要 こここののの製製製品品品のののエエエンンンジジジンンンのののマママフフフラララーーーにににはははスススパパパーーー
クククアアアレレレスススタタタががが装装装着着着ささされれれててておおおりりりままませせせんんん。。。カカカリリリフフフォォォルルル
ニニニアアア州州州ののの森森森林林林地地地帯帯帯・・・潅潅潅木木木地地地帯帯帯・・・草草草地地地なななどどどでででこここののの機機機
械械械ををを使使使用用用すすするるる場場場合合合にににははは、、、法法法令令令ににによよよりりりスススパパパーーークククアアアレレレ
スススタタタののの装装装着着着ががが義義義務務務づづづけけけららられれれててていいいままますすす。。。他他他ののの地地地域域域ににに
おおおいいいてててももも同同同様様様ののの規規規制制制ががが存存存在在在すすするるる可可可能能能性性性がががああありりりままますすす
のののでででごごご注注注意意意くくくだだださささいいい。。。

この製品に使用されているスパーク式着火装置は、
カナダの ICES-002 標準に適合しています。

はははじじじめめめににに
この機械は回転刃を使用するリール式乗用芝刈り機
であり、そのような業務に従事するプロのオペレー
タが運転操作することを前提として製造されていま
す。この製品は、集約的で高度な管理を受けている
ゴルフ場やスポーツフィールド、商用目的で使用さ
れる芝生に対する刈り込み管理を行うことを主たる
目的として製造されております。本機は、雑草地や
道路わきの草刈り、農業用地における刈り取りなど
を目的とした機械ではありません。

この説明書を読んで製品の運転方法や整備方法を十
分に理解し、他人に迷惑の掛からないまた適切な方
法でご使用ください。この製品を適切かつ安全に
使用するのはお客様の責任です。

弊社に直接おたずねをいただく場合： www.Toro.com
製品・アクセサリに関する情報、代理店についての
情報、お買い上げ製品の登録などを行っていただく
ことができます。

整備について、また純正部品についてなど、分から
ないことはお気軽に弊社代理店またはカスタマー
サービスにおたずねください。お問い合わせの際に
は、必ず製品のモデル番号とシリアル番号をお知ら

せください。図 1にモデル番号とシリアル番号を刻
印した銘板の取り付け位置を示します。いまのうち
に番号をメモしておきましょう。

図図図 111

1. 銘板取り付け位置

モモモデデデルルル番番番号号号

シシシリリリアアアルルル番番番号号号

この説明書では、危険についての注意を促すため
の警告記号図 2を使用しております。死亡事故を
含む重大な人身事故を防止するための注意ですか
ら必ずお守りください。

図図図 222

1. 危険警告記号

この他にさらに2つの言葉で注意を促しています。
重重重要要要は製品の構造などについての注意点を、注注注は
その他の注意点を表しています。
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安安安全全全にににつつついいいててて
こここののの機機機械械械はははCENCENCEN安安安全全全規規規格格格ENENEN 836:836:836: 199719971997、、、ISOISOISO規規規格格格
5395:5395:5395: 199019901990おおおよよよびびびANSIANSIANSI規規規格格格B71.4-2004B71.4-2004B71.4-2004ににに適適適合合合すすするるる製製製
品品品とととしししててて製製製造造造ささされれれててていいいままますすす（（（たたただだだししし後後後輪輪輪ににに 181818 kgkgkg
のののバババラララススストトトおおおよよよびびび適適適切切切なななホホホイイイーーールルルウウウェェェイイイトトト・・・キキキッッットトト
ををを搭搭搭載載載すすするるるここことととががが条条条件件件ででですすす）））。。。

注注注 ANSI規格に適合していない他社のアタッチメント
などを取り付けて使用すると、製品全体として規格
不適合になりますからご注意ください。

不不不適適適切切切ななな使使使いいい方方方をををしししたたたりりり手手手入入入れれれををを怠怠怠っっったたたりりりすすするるるととと、、、
人人人身身身事事事故故故にににつつつななながががりりりままますすす。。。事事事故故故ををを防防防止止止すすするるるたたためめめ、、、
以以以下下下ににに示示示すすす安安安全全全上上上ののの注注注意意意標標標識識識（（（図図図 222）））のののつつついいいててていいい
るるる遵遵遵守守守事事事項項項ははは必必必ずずずおおお守守守りりりくくくだだださささいいい。。。こここれれれははは「「「注注注
意意意」」」、、、「「「警警警告告告」」」、、、「「「危危危険険険」」」なななどどど、、、人人人身身身ののの安安安全全全ににに関関関わわわ
るるる注注注意意意事事事項項項ををを示示示しししててていいいままますすす。。。こここれれれらららののの注注注意意意ををを怠怠怠るるる
ととと死死死亡亡亡事事事故故故なななどどどののの重重重大大大ななな人人人身身身事事事故故故ががが発発発生生生すすするるるこここととと
がががああありりりままますすす。。。

安安安全全全ななな運運運転転転のののたたためめめににに
以下の注意事項はCEN規格EN 836:1997,ISO規格
5395:1990 およびANSI規格B71.4-2004 から抜粋し
たものです。

トトトレレレーーーニニニンンングググ
• このオペレーターズマニュアルや関連するト

レーニング資料をよくお読みください。オペ
レータが日本語を読めない場合には、オーナー
の責任において、このオペレーターズマニュア
ルの内容を十分に説明してください。

• 安全な運転操作、各部の操作方法や安全標識な
どに十分慣れておきましょう｡

• 本機を運転する人すべてにトレーニングを行って
ください。トレーニングはオーナーの責任です。

• 子供やトレーニングを受けていない大人には、
絶対に運転や整備をさせないでください｡地域に
よっては機械のオペレータに年齢制限を設けて
いることがありますのでご注意ください。

• オペレータやユーザーは自分自身や他の安全に
責任があり、オペレータやユーザーの注意に
よって事故を防止することができます。

運運運転転転ののの前前前ににに
• 作業場所を良く観察し、安全かつ適切に作業す

るにはどのようなアクセサリやアタッチメント
が必要かを判断してください。メーカーが認め
た以外のアクセサリやアタッチメントを使用し
ないでください。

• 安全靴、ヘルメット、安全ゴーグル､耳プロテク
タなど作業にふさわしい服装と装備をしてくだ
さい。長い髪、だぶついた衣服、装飾品などは
可動部に巻き込まれる危険があります。

• 石、おもちゃ、針金など、機械にはね飛ばされ
て危険なものが落ちていないか、作業場所を
よく確認しましょう。

• ガソリンなどの燃料の取り扱いに際しては安全
に特にご注意ください。燃料は引火性が高く、
気化すると爆発する危険があります。

– 燃料容器は必ず規格認可品を使用してくだ
さい｡

– エンジンが熱い時には絶対に燃料タンクのフ
タを開けたり給油したりしないでください｡
給油はエンジンの温度が下がってから行いま
しょう。

– ガソリン取り扱い中は禁煙を厳守し、火花や
炎を絶対に近づけない。

– 屋内での給油や燃料の抜き取りは絶対にし
ない。

• オペレータコントロールやインタロックスイッ
チなどの安全装置が正しく機能しているか、ま
た安全カバーなどが外れたり壊れたりしていな
いか点検してください。これらが正しく機能し
ない時には芝刈り作業を行わないでください。

運運運転転転操操操作作作

• 室内や換気の悪い場所では絶対にエンジンを運
転しないでください。

• 作業は日中または十分な照明のもとで、見え
にくい穴などの障害物から十分はなれて行っ
てください。

• エンジンを始動させる前に、すべての機器が
ニュートラルになっていること、駐車ブレーキ
が掛かっていることを確認してください。エン
ジンは、必ず運転席に座って始動してくださ
い。シートベルト装備車では必ずシートベルト
を着用してください。

• 斜面では必ず減速し安全に十分注意して運転し
てください。また斜面では、必ず決められた走
行方向や作業方向を守ってください。芝草の状
態によって車両の安定度が変わりますから注意
してください。段差や落ち込みのある場所では
特に注意してください。

• 旋回するときや斜面で方向を変えるときなど
は、減速して十分な注意を払ってください。

• ガード類を正しく取り付けないままでの使用は
絶対にやめてください。インタロック装置は絶
対に取り外さないでください。また、正しく調
整してお使いください。

• エンジンのガバナの設定を変えたり、エンジン
の回転数を上げすぎたりしないでください。

• どんな理由であれ運転席から離れる時には（刈
りカスを捨てる場合でも）、必ず、平坦な場所
に停止し、カッティングユニットを降下させ、
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回転を止め、駐車ブレーキを掛け、エンジンを
停止させてください。

• 何かにぶつかったり､ 機体が異常な振動をした
場合は､ 直ちに作業を中止して機体を点検して
ください｡異常を発見したら、作業を再開する前
に修理してください。

• カッティングユニットに手足を近づけないで
ください。

• バックするときには、足元と後方の安全に十分
な注意を払ってください。

• 運転手以外の人を乗せないこと、また、人や
ペットを近づけないでください。

• 旋回するときや道路や歩道を横切るときなど
は、減速し周囲に十分な注意を払ってくださ
い。刈り込み中以外はリールの回転を止めて
おいてください。

• アルコールや薬物を摂取した状態での運転は
避けてください。

• 機械が落雷を受けると最悪の場合死亡事故とな
ります。稲光が見えたり雷が聞こえるような場
合には機械を運転しないで安全な場所に避難し
てください。

• トレーラやトラックに芝刈り機を積み降ろすと
きには安全に十分注意してください。

• 見通しの悪い曲がり角や、茂み、立ち木などの
障害物の近くでは安全に十分注意してください。

保保保守守守整整整備備備ととと格格格納納納保保保管管管
• 整備・調整作業の前には、必ず機械を停止し、

カッティングユニットを下げ、駐車ブレーキを
掛け、エンジンを停止し、キーを抜き取り、ガ
ソリンエンジン機の場合は点火プラグのワイヤ
を抜いてください。また、必ず機械各部の動き
が完全に停止したのを確認してから作業に掛
かってください。

• 火災防止のため、カッティングユニットや駆動
部、マフラーの周囲に、草や木の葉、ホコリな
どが溜まらないようご注意ください。オイルや
燃料がこぼれた場合はふきとってください。

• 機械を格納する際にはエンジンが十分冷えてい
ることを確認し、また裸火の近くを避けて保
管してください。

• 格納中や搬送中は、燃料バルブを閉じてくだ
さい。絶対に、火気の近くで燃料を保管した
り、室内で燃料の抜き取りを行ったりしない
でください。

• 平らな場所に停車してください。

• 適切な訓練を受けていない人には絶対に機械の
整備をさせないでください。

• 必要に応じ、ジャッキなどを利用して機体を確
実に支えてください。

• 機器類を取り外すとき、スプリングなどの力が
掛かっている場合があります。取り外しには十
分注意してください。

• 修理を行うときには必ずバッテリーの接続と点
火プラグの接続を外しておいてください。バッ
テリーの接続を外すときにはマイナスケーブル
を先に外し、次にプラスケーブルを外してくだ
さい。取り付けるときにはプラスケーブルから
接続します。

• リールの点検を行うときには手袋を着用し、安
全に十分注意してください。

• 可動部に手足を近づけないよう注意してくださ
い。エンジンを駆動させたままで調整を行うの
は可能な限り避けてください。

• バッテリーの充電は、火花や火気のない換気の
良い場所で行ってください。バッテリーと充電
器の接続や切り離しを行うときは、充電器をコ
ンセントから抜いておいてください。また、安
全な服装を心がけ、工具は確実に絶縁されたも
のを使ってください。

• 各部品、特に油圧関連部が良好な状態にあるか
点検を怠らないでください。読めなくなったス
テッカーは貼り替えてください。

安安安全全全にににおおお使使使いいいいいいたたただだだくくくたたためめめににに：：：
TOROTOROTORO かかからららのののおおお願願願いいい
以下の注意事項はANSI規格には含まれていません
が、Toroの芝刈り機を安全に使用していただくため
に必ずお守りいただきたい事項です。

この機械は手足を切断したり物をはね飛ばしたりす
る能力があります。重傷事故や死亡事故を防ぐた
め、注意事項を厳守してください。

この機械は本来の目的から外れた使用をするとユー
ザーや周囲の人間に危険な場合があります。

運運運転転転中中中ににに
• エンジンの緊急停止方法に慣れておきましょう。

• 作業には頑丈な靴を着用してください｡サンダル
やテニスシューズ、スニーカーでの作業は避け
てください。安全靴と長ズボンの着用をおすす
めします。地域によってはこれらの着用が義務
付けられていますのでご注意ください。

• 燃料の取り扱いには十分注意してください。こ
ぼれた燃料はふき取ってください。

• インタロック・スイッチは使用前に必ず点検し
てください。

• エンジンを掛ける前には、アタッチメントのク
ラッチをすべて外し、ギアシフトをニュートラ
ルにし、駐車ブレーキを掛けてください。

• 運転には十分な注意が必要です｡転倒や暴走事故
を防止するために以下の点にご注意ください：

– サンドトラップや溝・小川などに近づかな
いこと｡

– 急旋回時や斜面での旋回時は必ず減速してく
ださい｡急停止や急発進をしないこと。
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– この機械は公道を走行する装備をもたない
「低速走行車両」です。公道を横切ったり、
公道上を走行しなければならない場合は、必
ず法令を遵守し、必要な灯火類、低速走行
車両の表示、リフレクタなどを装備してく
ださい。

– 道路付近で作業するときや道路を横断すると
きは周囲の交通に注意する。常に道を譲る心
掛けを。

– 下り坂ではブレーキを併用して十分に減速
し､確実な車両制御を行うこと｡

• 作業中の安全を確保するため、カッティングユ
ニットやサッチャーには、必ず集草バスケットを
取り付けてください。また、溜まった刈りカスを
捨てる時は必ずエンジンを停止させてください。

• 移動走行時にはカッティングユニットを上昇
させてください。

• エンジン回転中や停止直後は、エンジン本体、
マフラー、排気管などに触れると火傷の危険が
ありますから手を触れないでください。

• エンジン側面にある回転スクリーンに手足や衣
服を近づけないように注意してください。

• カッティングユニットが硬いものにぶつかった
り異常な振動をしたりした場合は､ 直ちにエン
ジンを停止し､ 機械の全動作が停止するのを待
ち､ それから点検にかかってください｡破損した
リールやベッドナイフは必ず修理・交換してか
ら作業を行ってください｡

• 運転席を離れる前に、必ずモード･レバーを
ニュートラル（N）にし、カッティングユニット
を上昇させ、リールが完全に停止したのを確認
してください。駐車ブレーキを掛け、そして、
エンジンを止め、キーを抜き取ってください。

• 斜面の横切り運転は十分注意してください｡ま
た、上り斜面や下り斜面で急発進や急停止をし
ないでください｡

• 斜面での運転に習熟してください｡斜面や不整
地は転倒などの重大な事故の置きやすい場所で
あり、注意の不足から車両を制御できなくなる
と大変危険です。

• 斜面でエンストしたり、坂を登りきれなくなっ
たりした時は、絶対にＵターンしないでくださ
い。必ずバックで、ゆっくりと下がって下さい。

• 人や動物が突然目の前に現れたら、直直直ちちちにににリリリーーー
ルルル停停停止止止｡注意力の分散、アップダウン、カッティ
ングユニットから飛びだす異物など思わぬ危険
があります。周囲に人がいなくなるまでは作
業を再開しないこと。

• マシンから離れる時には、必ず、カッティング
ユニットを完全に上昇させ、リールの停止を確
認し、キーを抜き取り、駐車ブレーキを掛け
てください。

保保保守守守整整整備備備ととと格格格納納納保保保管管管

• 油圧系統のラインコネクタは頻繁に点検してく
ださい。油圧を掛ける前に、油圧ラインの接続
やホースの状態を確認してください。

• 油圧のピンホールリークやノズルからは作動油
が高圧で噴出していますから、手などを近づけな
いでください。リークの点検には新聞紙やボー
ル紙を使い、絶対に手を直接差し入れたりしな
いでください。高圧で噴出する作動油は皮膚を
貫通し、身体に重大な損傷を引き起こします。

• 油圧系統の整備作業を行う時は、必ずエンジン
を停止し、カッティングユニットを下降させてシ
ステム内部の圧力を完全に解放してください。

• 燃料ラインにゆるみや磨耗がないか定期的に点
検してください。必要に応じて締め付けや修
理交換してください。

• エンジンを回転させながら調整を行わなければ
ならない時は、手足や頭や衣服をカッティング
ユニットや可動部に近づけないように十分ご注
意ください。特にエンジン側面の回転スクリー
ンに注意してください。また、無用の人間を近
づけないようにしてください｡

• ガバナの設定を変えてエンジンの回転数を上げ
ないでください。Toro正規代理店でタコメータ
によるエンジン回転数検査を受け、安全性と精
度を確認しておきましょう。.

• オイルの点検や補充は､必ずエンジンを停止した
状態で行ってください｡

• 大がかりな修理が必要になった時、補助が必要
な時Toro 正規代理店にご相談ください。

• いつも最高の性能を維持し、安全を確保するた
めに、交換部品は必ず Ｔｏｒｏ の純正部品をご
使用ください。他社の部品やアクセサリを御使用
になると危険な場合があり、製品保証を受けられ
なくなる場合がありますのでおやめください。

音音音力力力レレレベベベルルル
この機械は、音力レベルが 95 dBA であることが
確認されています； ただしこの数値には不確定値
（K）1 dBA が含まれています。

音力レベルの確認は、ISO 11094 に定める手順に
則って実施されています。

音音音圧圧圧レレレベベベルルル
この機械は、オペレータの耳の位置における音
圧レベルが 82 dBA であることが確認されていま
す； ただしこの数値には不確定値（K）1 dBA が
含まれています。

音圧レベルの確認は、EC規則 836 に定める手順に
則って実施されています。
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振振振動動動レレレベベベルルル
腕腕腕おおおよよよびびび手手手

右手の振動レベルの実測値 = 0.97 m/s2

左手の振動レベルの実測値 = 1.11 m/s2

不確定値（K） = 0.5 m/s2

実測は、EC規則 836 に定める手順に則って実施さ
れています。

全全全身身身

振動レベルの実測値 = 0.40 m/s2

不確定値（K） = 0.5 m/s2

実測は、EC規則 836 に定める手順に則って実施さ
れています。
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安安安全全全ラララベベベルルルととと指指指示示示ラララベベベルルル

危険な部分の近くには、見やすい位置に安全ラベルや指示ラベルを貼付しています。破損し
たりはがれたりした場合は新しいラベルを貼付してください。

121–9566121–9566121–9566

105–5471105–5471105–5471

1. オペレーターズマニュアルを読むこと。 6. 無段階速度調整

2. OFF 7. 高速

3. チョーク 8. リークディテクタ・テストスイッチ

4. ON 9. ヘッドライト

5. 低速

93-668693-668693-6686

1. 油圧オイル

2. オペレーターズマニュアルを読むこと。

117–2718117–2718117–2718
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93–905193–905193–9051

1. オペレーターズマニュアルを読むこと。

105–8306105–8306105–8306

1. 前進速度 3. 低速 ― 刈り込み位置

2. 高速 ― 移動走行位置 4. ニュートラル －バ ックラッ
プ時の設定位置

93-806293-806293-8062

1. ブレーキを解除するには、
ラッチが落ちるまでペダル
を踏み込む。

3. 駐車ブレーキロック

2. 駐車ブレーキの解除手順：
ペダルを踏み込む。

121–2641121–2641121–2641

1. 警告：オペレーターズマニュ
アル を読むこと； 必ず講習
を受けてから運転すること。

4. 転倒する危険：旋回開始前
に十分に速度を落とすこと；
高速でターンしないこと。

2. 異物が飛び出す危険：人を
近づけないこと。

5. 警告： 車両を離れるときは
駐車ブレーキをロックし、エ
ンジンを停止し、キーを抜く
こと。

3. 手や足のけがや切断の危
険： 可動部に近づかないこ
と； すべてのガード類を正し
く取り付けて使用すること。
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121–2640121–2640121–2640

CECECE 諸諸諸国国国ででで 121–2641121–2641121–2641 ににに代代代えええててて使使使用用用すすするるる...

1. 警告：オペレーターズマニュ
アル を読むこと； 必ず講習
を受けてから運転すること。

4. 転倒の危険： 15度以上の
斜面を高速で横切らないこ
と、また、15度以上の斜面
を下らないこと。

2. 異物が飛び出す危険：人を
近づけないこと。

5. 警告： 車両を離れるときは
駐車ブレーキをロックし、エ
ンジンを停止し、キーを抜く
こと。

3. 手足の負傷や切断の危険：
回転刃に近づかないこと；
使用時にはすべての安全
カバー類を正しく取り付け
ておくこと。

104–7729104–7729104–7729

1. 警告： 整備作業前にマニュ
アルを読むこと。

2. 手足や指のけがや切断の
危険： エンジンを止め、各
部の完全停止を待つこと。

バババッッッテテテリリリーーーににに関関関すすするるる注注注意意意標標標識識識

全てがついていない場合もあります

1. 爆発の危険 6. バッテリーに人を近づけな
いこと。

2. 火気厳禁、禁煙厳守のこ
と。

7. 保護メガネ等着用のこと：
爆発性ガスにつき失明等
の危険あり

3. 劇薬につき火傷の危険あり 8. バッテリー液で失明や火傷
の危険あり。

4. 保護メガネ等着用のこと 9. 液が目に入ったら直ちに真
水で洗眼し医師の手当てを
受けること。

5. オペレーターズマニュアル
を読むこと。

10. 鉛含有：普通ゴミとして投
棄禁止。

115-8156115-8156115-8156

1. リール高さ 3. 8 枚刃カッティングユニット 5. 14 枚刃カッティングユニット 7. 高速

2. 5 枚刃カッティングユニット 4. 11 枚刃カッティングユニット 6. リール速度 8. 低速
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105–8305105–8305105–8305

1. リール下降して回転。 4. ON

2. リール上昇して停止 5. エンジン ― 始動

3. エンジン ― 停止

115-8226115-8226115-8226

1. 転倒の危険： オペレーターズマニュアルを読むこと； ROPS
（横転保護バー）を取り外さないこと；また、運転中は必ず
シートベルトを着用すること。
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組組組みみみ立立立ててて

付付付属属属部部部品品品

すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

111 必要なパーツはありません。 – バッテリー液を入れて充電する

ボルト（1/4 x 5/8 インチ） 2
222 ナット(1/4 インチ） 2

バッテリーを取り付けます

ボルト（1/2 x 1.75 インチ） 8
333 ナット(1/2 インチ） 8

横転保護バー（ROPS）を取り付けます。

ボルト（#10 x 5/8 インチ） 1

ジャムナット(#10) 1

カッティングユニット 3444
集草バスケット 3

カッティングユニットを取り付ける。

後ウェイト・キット, 100-6441（別途購入
のこと）

1

塩化カルシウム（別途調達のこと） 18 kg555
後ウェイト・キット, 99-1645（3WDキットを
取り付けている場合；別途購入のこと）

1

リアバラスととウェイト・キットを取り付け
ます.

666 警告ステッカー（121-2641） 1 必要に応じて EU ステッカーを貼り付け
ます。

そそそののの他他他ののの付付付属属属品品品

内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

オペレーターズマニュアル 1

エンジンマニュアル 1

オペレータのためのトレーニング資料 1

機械をご使用になる前にお読みください。

パーツカタログ 1 交換部品のご注文にご利用ください。

納品前検査証 1

運転音認証証明書 1

品質証明書 1

規格適合認定書 1

排気ガス保証書 1

内容を読んで十分ご理解ください。

始動キー 2 機械を始動する。
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1
バババッッッテテテリリリーーー液液液ををを入入入れれれててて充充充電電電すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

バッテリーに補給する電解液は必ず比重 1.265 の
ものを使用してください。

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第656565号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

バババッッッテテテリリリーーーやややバババッッッテテテリリリーーー関関関連連連製製製品品品にににははは鉛鉛鉛ががが含含含
まままれれれててておおおりりり、、、カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは発発発ガガガンンン性性性
ややや先先先天天天性性性異異異常常常ををを引引引ききき起起起こここすすす物物物質質質とととささされれれててていいいままま
すすす。。。取取取りりり扱扱扱いいい後後後ははは手手手をををよよよくくく洗洗洗っっってててくくくだだださささいいい。。。

1. バッテリーを固定している蝶ナット、ワッ
シャ、バッテリークランプを外してバッテ
リーを取り出す。

重重重要要要 機機機体体体にににバババッッッテテテリリリーーーををを載載載せせせたたたままままままででで電電電解解解液液液
ををを入入入れれれななないいいでででくくくだだださささいいい。。。電電電解解解液液液がががこここぼぼぼれれれたたた場場場
合合合、、、機機機体体体ががが激激激しししくくく腐腐腐食食食しししままますすす。。。

2. バッテリーの上部をきれいに拭い、キャップ
を取り外す (図 3)。

図図図 333

3. 各セルの電極板が液面下 6 mm程度に水没する
まで、電解液を慎重に入れる（図 4）。

図図図 444

1. 電解液

4. 電極板が液を吸収するまで20～30分間程度待
つ。必要に応じて、電極板が 6 mm程度水没す
るぐらいに電解液を補充する（図 4）。

5. 充電器に接続し、充電電流を 2～4 A にセット
する。2Aで4時間、または4Aで2時間充電し、
電解液の比重が1.250以上（標準液温16℃以
上）になって全部の電極板から泡が出ていれ
ば充電終了である。

警警警告告告

充充充電電電中中中ははは爆爆爆発発発性性性のののガガガスススががが発発発生生生すすするるる。。。

充充充電電電中中中ははは絶絶絶対対対禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守。。。バババッッッテテテリリリーーーににに
火火火気気気ををを近近近づづづけけけななないいい。。。

6. 充電が終わったらチャージャをコンセントか
ら抜き、バッテリー端子からはずす。

注注注 最初の充電以後は、バッテリー液が不足
した場合には蒸留水以外補給しないでくださ
い。この機械に使用しているバッテリーはメ
ンテナンスフリーですので、通常は水の補給
もほとんど必要ありません。

警警警告告告

バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ににに金金金属属属製製製品品品やややトトトラララクククタタタののの
金金金属属属部部部分分分ががが触触触れれれるるるとととシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火
花花花ががが発発発生生生すすするるる。。。そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆
発発発ををを起起起こここししし人人人身身身事事事故故故ににに至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

••• バババッッッテテテリリリーーーののの取取取りりり外外外しししややや取取取りりり付付付けけけををを行行行
うううととときききにににははは、、、端端端子子子ととと金金金属属属部部部ををを接接接触触触さささせせせ
ななないいいよよようううににに注注注意意意すすするるる。。。

••• バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ととと金金金属属属ををを接接接触触触さささせせせななな
いいい。。。
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警警警告告告

バババッッッテテテリリリーーーののの電電電解解解液液液充充充填填填ととと初初初期期期充充充電電電ををを適適適
切切切ななな方方方法法法ででで行行行わわわななないいいととと、、、バババッッッテテテリリリーーーかかかららら
ガガガスススががが発発発生生生しししたたたりりり、、、バババッッッテテテリリリーーーののの寿寿寿命命命ががが
短短短くくくなななっっったたたりりりすすするるる。。。

7. 通気キャップを取り付ける。

2
バババッッッテテテリリリーーーををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

2 ボルト（1/4 x 5/8 インチ）

2 ナット(1/4 インチ）

手手手順順順

1. 端子を機体の前に向けてバッテリーを取り付
ける。

2. スタータからの赤い（＋）ケーブルを（＋）
端子に固定する（図 5）。レンチで締め付け
て固定し、ワセリンを塗布する。ケーブルが
擦れて磨耗するような配線はさける。座席の
最後部でケーブルを傷つけることがあるので
特に注意すること。

警警警告告告

バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ににに金金金属属属製製製品品品やややトトトラララクククタタタののの
金金金属属属部部部分分分ががが触触触れれれるるるとととシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火
花花花ががが発発発生生生すすするるる。。。そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆
発発発ををを起起起こここししし人人人身身身事事事故故故ににに至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

••• バババッッッテテテリリリーーーののの取取取りりり外外外しししややや取取取りりり付付付けけけををを行行行
うううととときききにににははは、、、端端端子子子ととと金金金属属属部部部ををを接接接触触触さささせせせ
ななないいいよよようううににに注注注意意意すすするるる。。。

••• バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ととと金金金属属属ををを接接接触触触さささせせせななな
いいい。。。

図図図 555

1. マイナス（－） 2. プラス（＋）

3. 黒いケーブル（エンジンベースから）はバッテ
リーのマイナス（－）端子に固定する。レンチ
で締め付けて固定し、ワセリンを塗布する。

警警警告告告

バババッッッテテテリリリーーーケケケーーーブブブルルルののの接接接続続続手手手順順順ががが不不不適適適切切切ででで
あああるるるとととケケケーーーブブブルルルがががシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花
ががが発発発生生生すすするるる。。。そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆発発発
ををを起起起こここししし人人人身身身事事事故故故ににに至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

••• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり外外外すすす時時時ははは、、、必必必ずずずマママイイイナナナ
ススス（（（黒黒黒）））ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり外外外すすす。。。

••• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる時時時ははは、、、必必必ずずずプププラララ
ススス（（（赤赤赤）））ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり付付付けけけ、、、そそそれれれ
かかからららマママイイイナナナススス（（（黒黒黒）））ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付
けけけるるる。。。

4. バッテリークランプとワッシャを取り付け、
蝶ナットで固定する。

5. プラス（＋）端子に カバーをかぶせて終了。

3
横横横転転転保保保護護護バババーーー（（（ROPSROPSROPS）））ををを取取取りりり付付付
けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

8 ボルト（1/2 x 1.75 インチ）

8 ナット(1/2 インチ）

手手手順順順
1. 機体右側にあるジャッキパッドを支えている

ねじとナットを取り外す。
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2. ROPS フレーム（図 6）を取り付けブラケット
の上に置いて取り付け穴をそろえる。

3. ROPSバーの左右、および先ほど取り外した
ジャッキパッドを取り付けブラケットに固定
する；ねじ（1/2-13 x 1.75 インチ）とロック
ナット8組を使用する。91-115 Nm（67-85 ft-lb
= 9.3-11.7 kg.m）にトルク締めする。

警警警告告告

ROPSROPSROPS（（（横横横転転転保保保護護護バババーーー）））ははは効効効果果果ののの高高高いいい安安安全全全装装装置置置ででで
すすす。。。必必必ずずずシシシーーートトトベベベルルルトトトととと共共共にににおおお使使使いいいくくくだだださささいいい。。。

3

G020793

図図図 666

1. ジャッキパッド 3. シートベルト

2. 横転保護バー（ROPS）

4
カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトををを取取取りりり付付付けけけ
るるる（（（モモモデデデルルル 04610,04610,04610, 04611,04611,04611, 04616,04616,04616,
04618,04618,04618, 04619,04619,04619, 046240462404624 のののみみみ）））

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ボルト（#10 x 5/8 インチ）

1 ジャムナット(#10)

3 カッティングユニット

3 集草バスケット

手手手順順順

重重重要要要 リリリーーールルルモモモーーータタタをををフフフレレレーーームムムのののホホホルルルダダダーーー（（（保保保管管管位位位
置置置）））ににに入入入れれれたたたままままままでででサササスススペペペンンンシシショョョンンンををを「「「移移移動動動走走走行行行」」」
位位位置置置にににしししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。モモモーーータタタやややホホホーーースススががが破破破損損損
すすするるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

注注注 研磨、刈高調整などを行うときには、リールモー
タをサポートチューブ（フレーム前部）に入れてお
くとホースを保護することができます。

1. カッティングユニットをカートンから取り出
す。カッティングユニットに同梱されている
オペレーターズマニュアルに従って、希望の
設定に組み立て、調整を行う。

2. カッティングユニットをプルフレームの下に
引き入れ、 吊り輪（フープ）を昇降アームに
引っかける（図 7）。

図図図 777

1. 昇降アーム 2. リフトフック

3. スリーブをボールジョイントの位置まで引き
戻し、レシーバーをカッティングユニットの
ボールスタッドに引っ掛ける。スリーブから
手を離すとスタッドとジョイントが結合・
ロックする（図 8）。
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G020794

図図図 888

1. プルフレーム 3. ボールスタッド

2. プルアーム

4. バスケットをプルフレームに取り付け、プルフ
レームのジャムナットをゆるめ、ボールソケッ
トを調整して、バスケットの縁からリール刃ま
たは前シールドまでの距離を6-13 mm にする。

注注注 これにより、刈り込み中にカッティングユ
ニットが集草箱に押されてアームから外れる
ことがなくなります。

集草箱のリップが、両側ともリールの刃から
等距離となるようにしてください。リールに
近すぎるとカッティングユニットを上げた時
リールに接触する可能性があります。

5. ソケットの開口部とボールスタッドの中心を
合わせ、ジャムナットを締めてソケットを固
定する（図 9）。

G020795

図図図 999

1. プルアーム 3. ボールジョイント

2. ジャムナット

6. リールモータ取り付けボルトのねじの頭が、
それぞれおよそ 13 mm 突き出した状態になる
ようにすること（図 10）。

図図図 101010

1. 取り付けボルト 2. 駆動モータ

7. リールモータのシャフトのスプライン部にグ
リスを塗布する。モータを取り付け穴に正対
させ、時計方向にひねってスタッドを一回か
わし、次に左回りにひねって、キャップスク
リュにフランジをしっかりと掛ける。

8. 取取取りりり付付付けけけボボボルルルトトトををを締締締めめめ付付付けけけるるる。。。 （図 10）。

5
リリリアアアバババラララススストトトおおおよよよびびびウウウェェェイイイトトト・・・キキキッッッ
トトトををを搭搭搭載載載すすするるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 後ウェイト・キット, 100-6441（別途購入のこと）

18 kg 塩化カルシウム（別途調達のこと）

1 後ウェイト・キット, 99-1645（3WDキットを取り付けてい
る場合；別途購入のこと）

手手手順順順

この機械はおよびANSI規格B71.4-2004およびEN836
規格に適合する製品として製造されています（ただ
し後輪に後ウェイト・キット100-6441および 18 kg
の塩化カルシウムバラストを充填することが条件で
す）。3 輪駆動キットを搭載している場合には、後
ホイールに取りつけるウェイトキットを 100-6441
ではなく99–1645 にしてください。

重重重要要要 塩塩塩化化化カカカルルルシシシウウウムムムををを搭搭搭載載載しししてててタタターーーフフフででで作作作業業業中中中ににに
万万万一一一パパパンンンクククしししたたた場場場合合合ははは、、、直直直ちちちにににマママシシシンンンをををタタターーーフフフののの外外外
へへへ退退退避避避さささせせせてててくくくだだださささいいい。。。そそそしししててて、、、タタターーーフフフへへへののの被被被害害害ををを
防防防止止止すすするるるたたためめめ、、、塩塩塩化化化カカカルルルシシシウウウムムム液液液がががこここぼぼぼれれれたたた場場場所所所ににに
十十十分分分ななな散散散水水水ををを行行行っっってててくくくだだださささいいい。。。
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6
CECECE 諸諸諸国国国用用用ススステテテッッッカカカーーーををを貼貼貼付付付すすするるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 警告ステッカー（121-2641）

手手手順順順

本機を EU 諸国内で使用する場合には、警告ステッ
カー 121-2641 を、ステッカー 121-2640 の上か
ら貼り付けてください。

製製製品品品ののの概概概要要要

各各各部部部ののの名名名称称称ととと操操操作作作

ブブブレレレーーーキキキペペペダダダルルル

ブレーキペダル（図 11）は、自動車タイプのメ
カニカル・ドラムブレーキで各駆動輪に取り付け
てあります。

駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキボボボタタタンンン

ブレーキペダルを踏み込み、さらにこのボタン（図
11）を踏むと、ロックして駐車ブレーキとなりま
す。ペダルをもう一度踏み込むと解除します。本
機を離れるときには必ず駐車ブレーキを掛けてく
ださい。

図図図 111111

1. 走行ペダル 3. 駐車ブレーキボタン

2. ブレーキペダル

走走走行行行ペペペダダダルルル

走行ペダル（図 11）は3つの機能があります；前
進、後退、停止です。ペダル前部を踏み込むと前
進、後部を踏み込むと後退です。前進中に後退位置
に踏み込むと素早く停止することができます。ペダ
ルから足をはなせばニュートラル位置となり、車両
は停止します。足を休めるつもりで前進中にかかと
をペダル後部に乗せないでください（図 12）。

図図図 121212
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スススロロロッッットトトルルルコココンンントトトロロローーールルル

スロットルコントロール（図 13）は、エンジン
の回転速度をコントロールします。スロットルコ
ントロールをFast方向へ動かすとエンジンの回転
数が上がり、Slow方向に動かすとエンジンの回転
数が下がります。

注注注 スロットルコントロールでエンジンを停止させる
ことはできません。

図図図 131313

1. スロットルコントロール 3. リークディテクタ・テスト/
ヘッドライトスイッチ

2. チョークコントロール

チチチョョョーーーククク

低温時のエンジン始動には、チョークコントロール
（図 13）を前に倒してClosed 位置とし、チョーク
を閉じます。エンジンが始動したら、エンジンがス
ムーズに回転を続けられるように調整してくださ
い。なるべく早く Open 位置に戻すようにしてくだ
さい。エンジンが温かい時にはチョークは不要です｡

リリリーーークククデデディィィテテテクククタタタ・・・テテテススストトト///ヘヘヘッッッドドドララライイイトトトスススイイイッッッチチチ

このスイッチ（図 13）は、通常は中央位置にセッ
トしておきます。スイッチを後ろに倒すとリーク
ディテクタの作動（アラームと遅延時間）を点検す
ることができます。前に倒すと、ヘッドライト（オ
プション）が点灯します。

アアアワワワーーーメメメーーータタタ

左側コントロールパネルにあって本機の稼働時間
を積算表示します。始動スイッチをON 位置にす
ると作動を開始します。

座座座席席席調調調整整整レレレバババーーー

運転席の左下にあり（図 14）、前後10 cm の調整
が可能です。

図図図 141414

1. 座席調整レバー

ジジジョョョイイイススステテティィィッッッククク（（（カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトト操操操作作作
レレレバババーーー）））

このレバー（図 15）を前に倒すとリールが下降し
て回転を開始します。後ろに引くとリールは上昇し
て停止します。後ろに軽く引いて手を放すとリール
の回転だけを止めることができます。前に軽く倒せ
ばリールは再び回転を開始します。

図図図 151515

1. モードレバー 3. ジョイスティック（カッティン
グユニット操作レバー）

2. 始動スイッチ

モモモーーードドドレレレバババーーー

このレバー（図 15）で芝刈り走行、移動走行、
ニュートラルを切り替えます。走行中に「芝刈り走
行」から「移動走行」へ、またその逆へ（ニュート
ラルで止めずに）切り替えることができます。機械
に悪影響が出ることはありません。

• 後ろ位置：ニュートラル及びバックラップ位置

• 中央位置：芝刈り位置

• 前位置：移動走行位置

始始始動動動スススイイイッッッチチチ

スイッチ（図 15）にキーを差し込んで右いっぱい
（Start 位置）に回すとエンジンが始動します。エ
ンジンが始動したらキーから手を放すと、キーは自

18



動的に｢ON」位置に動きます。エンジンを停止する
ときは、キーを左に回して「OFF」位置にします。

ハハハンンンドドドルルル調調調整整整レレレバババーーー

レバー（図 16）を前に倒してゆるめるとハンド
ルの高さ調整ができます。後ろに倒すと調整が固
定されます。

図図図 161616

1. ハンドル調整レバー

ハハハンンンドドドルルルアアアーーームムムののの固固固定定定ノノノブブブ

ノブ（図 17）の肩がハンドルアームのノッチをク
リアするまでノブをゆるめると、ハンドルアームの
高さを調整できるようになります。調整ができたら
ノブを締めておきます。

図図図 171717

1. ハンドルアームの固定ノブ

燃燃燃料料料バババルルルブブブ

燃料バルブ（図 18）は燃料タンクの下にあります。
保管時や搬送時にはこのバルブを閉じて下さい。

図図図 181818

1. 燃料バルブ（燃料タンクの下）

バババッッックククラララッッップププレレレバババーーー

バックラップレバー（図 19）は、回転許可・禁止
レバー（ジョイスティック）と連動し、リールを
バックラップするときに使用します。

図図図 191919

1. バックラップレバー 2. リール速度コントロール

リリリーーールルル速速速度度度コココンンントトトロロローーールルル

リール速度コントロール（図 19）は、リールの回
転速度（rpm）を調整します。
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仕仕仕様様様
注注注 仕様および設計は予告なく変更される場合があ
ります。

全幅（リールを含む） 177 cm

全長 228.6 cm

全高 189 cm

全体重量（11枚刃のカッティン
グユニットを搭載時）

583 kg

純重量（油脂類含まず） 493 kg

刈幅 149.9 cm

ホイールトレッド 125.7 cm

ホイールベース 119.1 cm

芝刈速度（可変） およそ 3.2–8 km/h

移動走行速度 およそ 12.9 km/h

後退速度 4 km/h

リール回転速度（エンジン速度
が2850 rpmの時）

およそ 1,845 rpm

アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトとととアアアクククセセセサササリリリ

トロが認定した各種のアタッチメントやアクセ
サリがそろっており、マシンの機能をさらに広げ
ることができます。 詳細は弊社の正規サービス
ディーラ、または代理店へお問い合わせください。
www.Toro.com でもすべての認定アタッチメントとア
クセサリをご覧になることができます。

運運運転転転操操操作作作
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

安安安全全全第第第一一一
このマニュアルに掲載されている安全上の注意事項
をきちんと読んでください。オペレータや周囲の人
を事故から守る重要な情報が掲載されています。

目、耳、手足などに対する防護を行うことをお奨
めします。

注注注意意意

こここののの機機機械械械ををを運運運転転転すすするるる時時時ははは必必必ずずずシシシーーートトトベベベルルルトトトををを着着着
用用用しししてててくくくだだださささいいい。。。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルををを点点点検検検すすするるる
エンジンにはオイルを入れて出荷していますが、
初回運転の前後に必ずエンジンオイルの量を確認
してください。油量は約1.4 リットル（フィルタ
共）です。

オイルは、API（米国石油協会）のSG，SH, SJ また
はそれ以上のグレードのものを使用します。オイル
の粘度（重量）はSAE 30 です。

1. 平らな場所に駐車する。

2. ディップスティックを抜き出し､ウェスで一
度きれいに拭く。ディップスティックを、
チューブの根元までもう一度しっかりと差し
込む（図 20）。

G017134
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1. ディップスティック 2. 給油口キャップ

3. チューブからもう一度引き抜いて油量を点検
する。

4. オイルの量が不足している場合は、バルブカ
バーについている補給口のキャップを取り、
ディップスティックの FULL マークまで補給
する。補給するときは､ディップスティックで
確認しながら少量ずつ入れてください｡入入入れれれ
すすすぎぎぎななないいいこここととと。。。

20



重重重要要要 オオオイイイルルル量量量ははは８８８運運運転転転時時時間間間ごごごととと又又又ははは毎毎毎日日日点点点検検検
しししてててくくくだだださささいいい。。。

5. ディップスティックをしっかりと取り付ける。

燃燃燃料料料ををを補補補給給給すすするるる
自動車用の無無無鉛鉛鉛レギュラーガソリンを御使用くだ
さい（ポンプオクタン価87 以上）。無鉛ガソリ
ンが入手できない場合には有鉛ガソリンを使用し
て差し支えありません。

重重重要要要 メメメタタタノノノーーールルル、、、メメメタタタノノノーーールルル添添添加加加ガガガソソソリリリンンン、、、101010％％％
以以以上上上のののエエエタタタノノノーーールルルををを添添添加加加しししたたたガガガソソソリリリンンンなななどどどははは本本本機機機
ののの燃燃燃料料料シシシススステテテムムムををを損損損傷傷傷しししままますすすかかかららら絶絶絶対対対ににに使使使用用用しししななな
いいいでででくくくだだださささいいい。。。ガガガソソソリリリンンンにににオオオイイイルルルををを混混混合合合しししななないいいででで
くくくだだださささいいい。。。

危危危険険険

ガガガソソソリリリンンンははは非非非常常常ににに引引引火火火･･･爆爆爆発発発しししやややすすすいいい物物物質質質ででであああ
るるる。。。発発発火火火しししたたたりりり爆爆爆発発発しししたたたりりりすすするるるととと、、、やややけけけどどどややや火火火
災災災なななどどどををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

••• 燃燃燃料料料補補補給給給ははは必必必ずずず屋屋屋外外外ででで、、、エエエンンンジジジンンンががが冷冷冷えええたたた
状状状態態態ででで行行行ううう。。。こここぼぼぼれれれたたたガガガソソソリリリンンンはははふふふききき取取取るるる。。。

••• 箱箱箱型型型トトトレレレーーーラララににに本本本機機機ををを搭搭搭載載載しししたたた状状状態態態でででははは、、、
絶絶絶対対対ににに本本本機機機へへへののの燃燃燃料料料補補補給給給をををしししてててはははななならららななないいい。。。

••• 燃燃燃料料料タタタンンンククク一一一杯杯杯ににに入入入れれれななないいいこここととと。。。燃燃燃料料料ををを補補補
給給給すすするるる時時時ははは、、、タタタンンンククク上上上面面面かかかららら約約約25mm25mm25mm下下下のののレレレ
ベベベルルルををを超超超えええててて給給給油油油しししななないいい。。。こここれれれははは、、、温温温度度度ががが
上上上昇昇昇しししててて燃燃燃料料料ははは膨膨膨張張張しししたたたととときききにににあああふふふれれれななないいい
よよようううににに空空空間間間ををを確確確保保保すすするるるたたためめめででであああるるる。。。

••• ガガガソソソリリリンンン取取取りりり扱扱扱いいい中中中ははは禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守ししし、、、火火火花花花
ややや炎炎炎ををを絶絶絶対対対ににに近近近づづづけけけななないいい。。。

••• 燃燃燃料料料ははは安安安全全全ででで汚汚汚れれれのののななないいい認認認可可可ささされれれたたた容容容器器器ににに
入入入れれれ、、、子子子供供供ののの手手手ののの届届届かかかななないいい場場場所所所ででで保保保管管管すすするるる。。。
303030日日日分分分以以以上上上ののの買買買いいい置置置きききははは避避避けけけるるる。。。

••• 運運運転転転時時時にににははは必必必ずずず適適適切切切ななな排排排気気気シシシススステテテムムムををを取取取りりり
付付付けけけ正正正常常常ななな状状状態態態ででで使使使用用用すすするるる。。。

危危危険険険

燃燃燃料料料ををを補補補給給給中中中、、、静静静電電電気気気ににによよよるるる火火火花花花がががガガガソソソリリリンンンににに
引引引火火火すすするるる危危危険険険がががあああるるる。。。発発発火火火しししたたたりりり爆爆爆発発発しししたたたりりりすすす
るるるととと、、、やややけけけどどどややや火火火災災災なななどどどををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

••• ガガガソソソリリリンンン容容容器器器ははは車車車かかかららら十十十分分分ににに離離離ししし、、、地地地面面面ににに
直直直接接接置置置いいいててて給給給油油油すすするるる。。。

••• 車車車ににに乗乗乗せせせたたたままままままののの容容容器器器にににガガガソソソリリリンンンををを補補補給給給ししし
ななないいい。。。車車車両両両のののカカカーーーペペペッッットトトやややプププラララスススチチチッッッククク製製製
ののの床床床材材材なななどどどががが絶絶絶縁縁縁体体体とととなななっっっててて静静静電電電気気気ののの逃逃逃げげげ
場場場がががなななくくくなななるるるのののででで危危危険険険ででであああるるる。。。

••• 可可可能能能ででであああれれればばば、、、機機機械械械ををを地地地面面面ににに降降降ろろろししし、、、車車車輪輪輪
ををを地地地面面面ににに接接接触触触さささせせせたたた状状状態態態ででで給給給油油油ををを行行行ううう。。。

••• 機機機械械械ををを車車車ににに搭搭搭載載載しししたたたままままままででで給給給油油油ををを行行行わわわなななけけけ
れれればばばいいいけけけななないいい場場場合合合にににははは大大大型型型タタタンンンクククのののノノノズズズルルル
かかからららでででなななくくく、、、小小小型型型ののの容容容器器器かかかららら給給給油油油すすするるる。。。

••• 大大大型型型タタタンンンクククのののノノノズズズルルルかかかららら直直直接接接給給給油油油しししなななけけけれれれ
ばばばななならららななないいい場場場合合合にににははは、、、ノノノズズズルルルををを燃燃燃料料料タタタンンンククク
ののの口口口ににに常常常時時時接接接触触触さささせせせたたた状状状態態態ででで給給給油油油ををを行行行ううう。。。

1. 燃料キャップ（図 21）の周囲をきれいに拭
いてキャップ外す。

図図図 212121

1. 燃料タンクのキャップ

2. 燃料を補給する時は、タンク上面から約 25 mm
下のレベルを超えて給油しない。

これは、温度が上昇して燃料は膨張したとき
にあふれないように空間を確保するためであ
る。燃燃燃料料料タタタンンンククク一一一杯杯杯ににに入入入れれれななないいいこここととと。。。

注注注 燃料タンク容量は約 26.6 リットルです。

3. 燃料タンクのキャップをしっかりとはめる。
こぼれたガソリンはふき取る。

油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの量量量ををを点点点検検検すすするるる
油圧オイルタンクに約 32リットルの高品質油圧オ
イルを満たして出荷しています。初めての運転の前
に必ず油量を確認し、その後は毎日点検してくださ
い。推奨オイルの銘柄を以下に示します：

オオオーーールルルシシシーーーズズズンンン用用用 ToroToroToro プププレレレミミミアアアムムム油油油圧圧圧オオオイイイルルルを販売していま
す（19 リットル缶または 208 リットル缶）。パーツカタログまた
は代理店でパーツ番号をご確認ください。
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代替製品： Toro のオイルが入手できない場合は、
以下に挙げる特性条件および産業規格を満たすオイ
ルを使用することができます。合成オイルの使用は
お奨めできません。オイルの専門業者と相談の上、
適切なオイルを選択してください：

注注注 不適切なオイルの使用による損害については弊社
は責任を持ちかねますので、品質の確かな製品をお
使い下さる様お願いいたします。

高高高粘粘粘度度度イイインンンデデデッッックククススス／／／低低低流流流動動動点点点アアアンンンチチチウウウェェェアアア油油油圧圧圧作作作動動動液液液,,, ISOISOISO VGVGVG 464646

物性：

粘度, ASTM D445 cSt @ 40°C 44 - 48
cSt @ 100°C 7.9 - 8.5

粘性インデックス ASTM
D2270

140-160

流動点, ASTM D97 -37°C～-45°C

産業規格：

ヴィッカース I-286-S （品質レベル）, ヴィッカース M-2950-S
（品質レベル）, デニソン HF-0

重重重要要要 ISOISOISO VGVGVG 464646 マママルルルチチチグググレレレーーードドド･･･オオオイイイルルルははは、、、広広広いいい温温温
度度度範範範囲囲囲ででで優優優れれれたたた性性性能能能ををを発発発揮揮揮しししままますすす。。。通通通常常常ののの外外外気気気温温温ががが
高高高いいい（（（18℃-49℃18℃-49℃18℃-49℃））） 熱熱熱帯帯帯地地地方方方でででははは、、、ISOISOISO VGVGVG 686868 オオオイイイ
ルルルのののほほほうううががが適適適切切切ととと思思思わわわれれれままますすす。。。

プププレレレミミミアアアムムム生生生分分分解解解油油油圧圧圧オオオイイイルルル ——— MobilMobilMobil EALEALEAL EnviroSynEnviroSynEnviroSyn
46H46H46H

重重重要要要 MobilMobilMobil EALEALEAL EnviroSynEnviroSynEnviroSyn 46H46H46H ははは、、、トトトロロロ社社社がががこここののの製製製
品品品へへへののの使使使用用用ををを認認認めめめたたた唯唯唯一一一ののの合合合成成成生生生分分分解解解オオオイイイルルルででですすす。。。
こここのののオオオイイイルルルははは、、、トトトロロロ社社社ののの油油油圧圧圧装装装置置置ででで使使使用用用しししててていいいるるるエエエ
ラララススストトトマママーーーににに悪悪悪影影影響響響ををを与与与えええずずず、、、まままたたた広広広範範範囲囲囲ななな温温温度度度帯帯帯
でででののの使使使用用用ががが可可可能能能ででですすす。。。こここのののオオオイイイルルルははは通通通常常常ののの鉱鉱鉱物物物性性性オオオ
イイイルルルととと互互互換換換性性性がががああありりりままますすすががが、、、十十十分分分ななな生生生分分分解解解性性性ををを確確確保保保
ししし、、、オオオイイイルルルそそそのののももものののののの性性性能能能ををを十十十分分分ににに発発発揮揮揮さささせせせるるるたたた
めめめにににははは、、、通通通常常常オオオイイイルルルととと混混混合合合せせせずずず、、、完完完全全全ににに入入入れれれ替替替えええ
ててて使使使用用用すすするるるここことととががが望望望まままれれれままますすす。。。こここののの生生生分分分解解解オオオイイイルルル
ははは、、、モモモーーービビビルルル代代代理理理店店店にににててて 191919 リリリッッットトトルルル缶缶缶まままたたたははは208208208
リリリッッットトトルルル缶缶缶でででおおお求求求めめめににになななれれれままますすす。。。

注注注 多くの油圧オイルはほとんど無色透明であり、
そのためオイル洩れの発見が遅れがちです。油圧
オイル用の着色剤（20 ml 瓶）をお使いいただく
と便利です。1瓶で 15-22 リットルのオイルに使
用できます。パーツ番号は P/N 44-2500。ご注文は
Toro 代理店へ。こここののの着着着色色色剤剤剤ははは、、、生生生分分分解解解オオオイイイルルルににに
ははは使使使用用用ででできききままませせせんんん。。。生生生分分分解解解オオオイイイルルルにににははは食食食用用用色色色素素素ををを
おおお使使使いいいくくくだだださささいいい。。。

重重重要要要 使使使用用用しししててていいいるるるオオオイイイルルルののの種種種類類類ににに関関関わわわらららずずず、、、外外外気気気温温温
ががが292929 °C°C°Cををを超超超えええるるる地地地域域域ややや、、、フフフェェェアアアウウウェェェイイイ刈刈刈りりりやややバババーーー
チチチカカカッッットトトなななどどどににに使使使用用用すすするるるととときききにににははは、、、オオオイイイルルルクククーーーラララ･･･
キキキッッットトト（（（P/NP/NP/N 105-8339105-8339105-8339）））ををを取取取りりり付付付けけけてててくくくだだださささいいい。。。

1. 平らな場所に駐車する。エンジンもオイルも
冷えていることを確認する。補助オイルタン
クの側面についている点検窓から内部をのぞ
いてオイル量を点検する（図 22）。オイル量
が点検窓の2本の線の間にあればよい。

2. オイル量が下の線よりも少ない場合には、油
圧オイルタンクのキャップを外し、適切な油
圧オイルを、点検窓の2本の線の間までタンク

にゆっくりと補給する。異なるオイルを混ぜ
ないよう注意する。給油が終わったらキャッ
プを締める。

重重重要要要 油油油圧圧圧回回回路路路ののの汚汚汚染染染ををを防防防止止止すすするるるたたためめめ、、、オオオイイイルルル
ののの缶缶缶ををを開開開けけけるるる前前前ににに、、、缶缶缶のののふふふたたたののの表表表面面面をををきききれれれににに
拭拭拭っっってててくくくだだださささいいい。。。まままたたた、、、給給給油油油ホホホーーースススやややロロローーートトト
なななどどどももも汚汚汚れれれがががななないいいよよようううにににしししてててくくくだだださささいいい。。。

注注注 油圧系の目視点検は入念に行ってくださ
い。オイル漏れ オイル漏れ、結合部のゆる
み、部品の脱落、接続や経路ミスなどに十分
注意し、適切な措置をとってください。
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1. 点検窓 2. 油圧オイルタンクのキャップ

タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧ををを点点点検検検すすするるる
タイヤは空気圧を高めに設定して出荷しています。
運転前に正しいレベルに下げてください。

タイヤ空気圧はターフのコンディションに合わ
せて適宜変えてください：適正範囲の最低値は
8 psi （55 kPa=0.56 kg/cm2）、最高値は 12 psi
（83 kPa=0.85 kg/cm2）です。

後輪の空気圧も適宜変えてください：最低値は
8 psi 55 kPa=0.56 kg/cm2）、最高値は 15 psi
（103 kPa=1.05 kg/cm2）です。

ホホホイイイーーールルルナナナッッットトトのののトトトルルルクククををを点点点検検検すすするるる

警警警告告告

適適適切切切なななトトトルルルククク締締締めめめををを怠怠怠るるるととと車車車輪輪輪ののの脱脱脱落落落ややや破破破損損損かかか
ららら人人人身身身事事事故故故にににつつつななながががるるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

運運運転転転開開開始始始かかかららら1-41-41-4時時時間間間後後後ににに111回回回ととと101010時時時間間間後後後にににもももううう
111回回回、、、ホホホイイイーーールルルナナナッッットトトのののトトトルルルククク締締締めめめををを行行行ううう；；； トトト
ルルルククク値値値ははは 70–9070–9070–90 ft-lbft-lbft-lb（（（95-12295-12295-122 N.m=N.m=N.m= 9.7-12.49.7-12.49.7-12.4
kg.mkg.mkg.m）））。。。そそそののの後後後ははは 200200200 運運運転転転時時時間間間ごごごとととににに締締締めめめ付付付
けけけををを行行行ううう。。。
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慣慣慣らららししし運運運転転転期期期間間間
慣らし運転期間中のエンジンのオイル交換や保守に
ついてはエンジンマニュアルをご覧ください。

運転開始直後の8 時間を試運転期間とします。

この期間中の取り扱いは、本機のその後の信頼性
を確保する上で非常に重要ですから、各機能や動
作を入念に観察し、小さな異常でも早期に発見・
解決しておいてください。また、この期間中はオ
イル漏れや部品のゆるみの点検を頻繁におこなっ
てください。

ブレーキの性能を最大限に発揮させるために、実
際の使用前にブレーキの「慣らし掛け」をしてお
いてください。まずブレーキを十分に掛けた状態
から、本機を芝刈り速度で運転し、臭いがするま
でブレーキを加熱させます。この後、必要に応じ
てブレーキを調整してください； ブレーキの調
整 (ページ 39)を参照。

エエエンンンジジジンンンののの始始始動動動手手手順順順
注注注 芝刈機の下に物が落ちていないか確認してくだ
さい。

1. 着席し、駐車ブレーキをロックし、モードレ
バーをニュートラル位置にし、芝刈りレバー
が解除になっていることを確認する。

2. 走行ペダルから足を外し、ペダルがニュート
ラル位置にあることを確認する。

3. チョークを引いて 閉位置にし（エンジンが冷
えている時）、スロットルレバーは中間位置
にセットする。

4. キーを差し込んで右に回し、エンジンを始動
させる。エンジンが始動したら、エンジンが
スムーズに回転を続けられるように調整して
ください。なるべく早く OFF 位置に戻すよう
にすしてください。エンジンが温かい時には
チョークは不要です｡

5. エンジン始動後、以下を点検する：

A. スロットルをFAST 位置に動かし、芝刈り
レバーを前に倒してみる。全部のカッティ
ングユニットが降下・回転すれば正常。

B. 芝刈りレバーを後ろに引いてみる。カッ
ティングユニットが停止し、一番上（移
動位置）まで上昇すれば正常。

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンををを止止止めめめるるる。。。各各各集集集草草草箱箱箱のののリリリッッッ
プププとととリリリーーールルルとととががが接接接触触触しししててていいいななないいいかかか確確確認認認ししし
てててくくくだだださささいいい。。。接接接触触触しししててていいいるるる場場場合合合にににははは、、、プププ
ルルルアアアーーームムムででで調調調整整整すすするるる；；； 444 カカカッッッテテティィィンンングググ
ユユユニニニッッットトトををを取取取りりり付付付けけけるるる（（（モモモデデデルルル 04610,04610,04610,
04611,04611,04611, 04616,04616,04616, 04618,04618,04618, 04619,04619,04619, 046240462404624 ののの
みみみ））） (((ペペペーーージジジ 151515)))ををを参参参照照照。。。

C. ブレーキを踏み、本機が動かないように
しておいて走行ペダルを前進・後退に踏
み込んでみる。

D. 上記を約1～2分間行う。モードレバーを
ニュートラル位置に戻して駐車ブレーキ
を掛け、エンジンを停止する。

E. オイル漏れがないか点検する。あれば各
部の接続を点検する。オイル漏れが止まら
ない場合には、トロ社代理店に連絡し必
要に応じて部品交換などの措置を行う。

重重重要要要 慣慣慣らららししし運運運転転転期期期間間間中中中ははは、、、モモモーーータタタやややホホホ
イイイーーールルルのののシシシーーールルルかかかららら、、、短短短期期期間間間、、、ごごごくくく少少少量量量
のののオオオイイイルルルがががにににじじじむむむここことととがががああありりりままますすす。。。こここれれれ
はははシシシーーールルルににに適適適切切切ななな潤潤潤滑滑滑ををを与与与えええるるるたたためめめででであああ
りりり、、、異異異常常常ででではははああありりりままませせせんんん。。。

注注注 新車の場合には、ベアリングやリール
がまだ固いために上記の点検をFAST 位置
で行う必要がありますが､慣らし運転期間
終了後は回転速度を下げて点検できるよ
うになります。

イイインンンタタタロロロッッックククシシシススステテテムムムををを点点点検検検すすするるる

注注注意意意

イイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチははは安安安全全全装装装置置置でででああありりり､､､こここれれれ
ををを取取取りりり外外外すすすととと予予予期期期せせせぬぬぬ人人人身身身事事事故故故ががが起起起こここりりり得得得るるる。。。

••• イイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチをををいいいたたたずずずらららしししななないいい。。。

••• 作作作業業業前前前にににイイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチののの動動動作作作ををを点点点検検検
ししし、、、不不不具具具合合合がががあああれれればばば作作作業業業前前前ににに交交交換換換修修修理理理すすするるる。。。

インタロックシステムは、オペレータやマシンに
潜在的な危険が存在する状態では運転操作をでき
ないようにしています。

安全のために、以下の条件がそろわないとエンジン
を始動できないようになっています：

• 走行ペダルがニュートラルにセットされている。

• モードレバーがニュートラルにセットされてい
る。

走行許可条件：

• 駐車ブレーキが解除されている。

• オペレータが運転席に着席している。

• モードレバーが刈り込み位置か移動走行位置
にセットされている。

また、「芝刈り」位置以外ではリールの回転を停
止させます。

以下の要領で、毎日インタロックの動作を確認し
てください：

1. 着席し、走行ペダル「ニュートラル」位置、
モードレバー｢ ニュートラル」位置、駐車ブ
レーキが掛かっていることを確認する。この状
態で走行ペダルを踏んでみる。インタロックに
よりペダルが動かないのが正常。動くのはイン
タロックの故障であるから直ちに修理する。
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2. 着席し、走行ペダル「ニュートラル」位置、
モードレバー｢ ニュートラル」位置、駐車ブ
レーキが掛かっていることを確認する。この
状態からモードレバーを「芝刈り」または
「移動」走行位置に切り換えてエンジンを始
動してみる。エンジンが始動できないのが正
常。動くのはインタロックの故障であるから
直ちに修理する。

3. 着席し、走行ペダル「ニュートラル」位置、
モードレバー｢ ニュートラル」位置、駐車ブ
レーキが掛かっていることを確認する。この
状態からモードレバーを「芝刈り」または
「移動」走行位置に切り換える。エンジンが
停止すれば正常。動くのはインタロックの故
障であるから直ちに修理する。

4. 着席し、走行ペダル「ニュートラル」位置、
モードレバー｢ ニュートラル」位置、駐車ブ
レーキが掛かっていることを確認する。エンジ
ンを掛ける。この状態からモードレバーを「芝
刈り」走行位置に切り換え、運転席から立ち上
がる。エンジンが停止すれば正常。動くのはイ
ンタロックの故障であるから直ちに修理する。

5. 着席し、走行ペダル「ニュートラル」位置、
モードレバー｢ ニュートラル」位置、駐車ブ
レーキが掛かっていることを確認する。エンジ
ンを掛ける。この状態から芝刈りレバーを「芝
刈り」位置に切り換えてカッティングユニット
を降下させる。カッティングユニットが降下
しても回転しないのが正常。回転するのはイ
ンタロックの故障である。正しく修正する。

リリリーーークククデデディィィテテテクククタタタののの作作作動動動確確確認認認
リークディテクタ・システムは、油圧作動油のリー
クを早期に発見し、オペレータに知らせます。メイ
ンタンクの中のオイルの量が 118-177 ml 少なくな
ると、タンク内部にあるフロートスイッチが作動し
ます。１秒後にアラームが作動してオペレータに異
常の発生を知らせます（図 25）。油圧オイルは運
転中の温度上昇によって膨張しますが、この膨張分
は補助タンクに逃がされ、主タンク内のオイルレベ
ルは常に一定に保持されます。始動スイッチをOFF
にするとオイルは主タンクに戻ってきます。

図図図 232323

始動前（オイルは低温）

1. 給油口キャップ 5. 電磁リターンバルブは開い
ている

2. 補給管 6. フロートが浮いてスイッチ
は開いている

3. オーバーフローチューブ 7. アラームは鳴らない。

4. 点検窓 8. オイルレベル（低温時）

図図図 242424

通常時（オイルは高温）

1. 電磁リターンバルブは開い
ている

3. 警告ブザー

2. フロートが浮いてスイッチ
は開いている

4. オイルレベル（高温時）
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図図図 252525

オイル漏れ発生時！

1. フロートが下がって
スイッチが閉じる
オイル量が118-177 ml
減少する。

3. オイルレベル（高温時）

2. 警告ブザー

シシシススステテテムムムののの動動動作作作ををを確確確認認認すすするるる

1. 始動スイッチをON 位置とし、リークディテク
タ・スイッチを後ろに倒して保持する。１秒
後にアラームが鳴れば正常である。

2. スイッチから手を離す。

リリリーーークククデデディィィテテテクククタタタののの作作作動動動確確確認認認

1. 始動キーをON 位置にセットする。エンジンは
始動させない。

2. 油圧オイルタンクのキャップを取り、スト
レーナを抜き取る。

3. 汚れのない棒やドライバを差し込んで、フロー
トを軽く押さえてやる（図 26）。１秒後にア
ラームが鳴れば正常である。

図図図 262626

1. 汚れのない棒やドライバ 3. 警告ブザー

2. フロートを軽く押さえる

4. フロートから手を離す。アラームが停止する。

5. ストレーナとキャップを元通りに取り付け、
始動キーをOFF 位置にもどして終了。

リリリーーールルル回回回転転転速速速度度度ののの設設設定定定ををを行行行ううう
一定で高品質な刈りあがりとムラのない見栄えを実
現するためには、リール速度コントロール（運転席
の下に搭載されています）を正しく設定しておく
必要があります。

調整は以下の手順で行います：

1. カッティングユニットを希望の刈高にセット
する。

2. 刈り込み条件に最も適した刈り込み速度を決
める。

3. 8枚刃、11 枚刃または14枚刃用に対応するグラ
フ（図 27を参照）を使って、最も適切なリー
ル回転速度を探す。
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図図図 272727

1. リール高さ 5. 14 枚刃カッティングユニット

2. 5 枚刃カッティングユニット 6. リール速度

3. 8 枚刃カッティングユニット 7. 高速

4. 11 枚刃カッティングユニット 8. 低速

4. リールの速度を設定するには、ノブ（図 28）
を回して、ノブの矢印を、所定の番号に合わ
せます。

図図図 282828

1. バックラップレバー 2. リール速度コントロール

注注注 ターフの条件に合わせて、リールの回転速
度を変えて構いません。

芝芝芝刈刈刈りりり用用用マママーーークククののの作作作成成成
芝刈り作業時に列を揃えやすいように、＃２，＃
３集草バスケットに以下のようなマークを入れて
おきます：

1. 各バスケットの外側のエッジから、12.7 cm を
測る。

2. その位置に白色テープか白ペンキで集草箱の
縁と平行に目印を入れる（図 29）。

図図図 292929

1. 目印 3. 刈り終わった側（右側）

2. 12.7 cm 程度 4. 刈り込み中は前方 1.8-3 m
に視線を合わせておく。

トトトレレレーーーニニニンンングググ期期期間間間
実際にグリーンの芝刈りを始める前に安全な場所
で運転操作に十分慣れておいてください。特に機
械の始動、停止、カッティングユニットの昇降動
作、旋回などに習熟してください。運転技術に自信
が生まれれば、機械の性能を十分に生かして頂く
ことができます。

芝芝芝刈刈刈りりり作作作業業業ののの前前前ににに
グリーンに異物が落ちていないことを確認し、カッ
プから旗を抜き、刈り込みの方向を決めます。刈
り込みの方向は、前回の刈り込みの方向をもとに
して決めます。いつも前回とは違う方向から刈る
ようにすると、芝が一定方向に寝てしまわないの
できれいに刈ることができます。

刈刈刈りりり込込込みみみ作作作業業業
1. エンジンはフルスロットル、モードは「芝刈り

走行」モードでグリーンに入ります。グリー
ンの一方の縁から刈り始め､細長いじゅうたん
を敷くつもりで真っ直ぐに進んでください。
このパターンで作業すると、無駄な重なりを
なくし、固結を最小限に抑えながら、美しい
縞模様を作ることができます。

2. 集草箱の先端がグリーンの縁に掛かったとこ
ろで芝刈りレバーを操作します。これにより
カッティングユニットが芝面に下降しリール
が回転を始めます。
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重重重要要要 １１１番番番ユユユニニニッッットトトははは遅遅遅れれれててて回回回転転転ををを開開開始始始しししままま
すすす。。。こここのののタタタイイイミミミンンングググをををつつつかかかむむむととと、、、仕仕仕上上上げげげののの外外外周周周
刈刈刈りりりののの手手手間間間ををを最最最小小小限限限にににすすするるるここことととがががででできききままますすす。。。

3. 行きと帰りでのオーバーラップができるだけ
小さくなるように運転します。グリーン内を
ぶれずにきれいに直進し、刈り込みの済んだ
列との距離を一定に保って走るためには、車
体前方 1.8 から 3 m のところに視線を置い
て、刈り込み済みの済んでいる列にラインを
合わせるようにするのがコツです（図 29およ
び図 30）。ハンドルを目印にして距離を合わ
せても良いでしょう。その場合、ハンドルの
縁と本機前方の目標ラインとを重ねて見なが
ら運転します(図 29と図 30)。

4. 集草バスケットの先端がグリーンの縁に掛
かったところで芝刈りレバーを操作します。
これによりリールの回転は停止し、カッティ
ングユニットが上昇します。このタイミング
が悪いとグリーンの縁を刈り込んでしまいま
す。一方、グリーンの外縁を刈り残しすぎる
と後の作業が多くなりますので、程よいタイ
ミングを体得してください。

5. U ターンする場合、反対側に一旦ハンドルを
切ってから旋回すると、楽に、しかも効率良
く回ることができます。例えば右に旋回した
いときには、軽く左に振ってから右に回りま
す。こうすると、U ターン後のライン合わせ
を楽に行うことができます。左回りの場合は
右に振ります。旋回半径は小さいほど作業が
早くなりますが、柔らかい芝を傷つけやすく
なるので注意が必要です。

図図図 303030

1. 目印 3. 刈り終わった側（左側）

2. 12.7 cm 程度 4. 刈り込み中は前方 1.8-3 m
に視線を合わせておく。

注注注 パワーステアリングの特性により、ハンド
ルは自動的には元の位置に戻りません。

重重重要要要 カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトををを回回回転転転さささせせせたたたまままままま
グググリリリーーーンンンののの上上上ででで停停停止止止しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。芝芝芝ががが
損損損傷傷傷すすするるる可可可能能能性性性がががああありりりままますすす。。。まままたたた、、、湿湿湿っっったたたグググ
リリリーーーンンンののの上上上ででで長長長時時時間間間停停停車車車すすするるるとととタタタイイイヤヤヤ跡跡跡ががが残残残
るるるここことととがががああありりりままますすす。。。

6. 作業中にリークディテクタのアラームが鳴った
ら、直ちにカッティングユニットを上昇させ、
グリーンから退避してください。そして安全
な場所に停止して原因を確かめてください。

7. 最後にグリーンの外周を刈ります。これも前
回と反対の方向から刈ってください。常に天
候や芝状態を考慮すること、刈りの方向を変
えることが大切です。旗を戻して終了です。

8. 集草箱にたまった刈りカスを出して、次のグ
リーンに移動します。湿った重い刈りカスを入
れたまま移動すると機体やエンジン、油圧系な
どに無理な力がかかるので避けてください。

リリリーーークククデデディィィテテテクククタタタののの働働働ききき
リークディテクタのアラームが鳴るのは：

• 118-177 ml のオイル漏れが発生した。

• メインタンクの中のオイルの温度が下がった
ために、メインタンク内部のオイルの体積が
118-177 ml 少なくなった。

アラームがなったら作業をできるだけ早く中止して
オイル漏れがないか点検してください。グリーンで
作業中にアラームが鳴った場合には、まずグリーン
から退避するのが適当でしょう。リークを放置した
まま作業を続行しないでください。リークが発見さ
れず、誤動作が疑われる場合には、１～２分間エン
ジンを停止してオイルレベルの安定を待ちましょ
う。そして安全な場所でもう一度リークのないのを
確認してから作業を再開してください。

オイル体積の減少による誤警報は、作業後に長時間
のアイドリングをしているときに起こりやすいので
す。また、油圧系に大きな負担を掛けた後に軽い作
業に切り換えた場合にも、誤警報が起こりやすく
なります。誤警報を避けるには、一度エンジンを
停止させてしまうのが確実です。

移移移動動動のののたたためめめののの運運運転転転
カッティングユニットが一番上（移動位置）になっ
ていることを確認し、走行条件が 良ければ シフト
＃２とします。ラフや斜面を移動する時には＃１位
置で走行してください。下り斜面ではブレーキを使
用して車両を確実に制御してください。ラフに入る
時には必ず減速し（シフトNo.１）、アップダウン
の大きな場所も十分注意してください。本機の車両
感覚（車幅）をマスターしましょう。狭い場所で
の無理な通り抜けを避けましょう。ぶつけて破損
するのは時間と費用のロスです。
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作作作業業業後後後ののの洗洗洗浄浄浄ととと点点点検検検
芝刈り作業が終わったら、ホースと水道水で洗車
してください。水圧が高いとシールやベアリング
に浸水しますから ノズルは使用しない でくださ
い。洗車が終わったら、トラクションユニットお
よびカッティングユニット各部の磨耗・損傷など
の点検を行ってください。ブレーキシャフト・ア
センブリは、SAE 30 を塗りつけるか、スプレー
式の潤滑剤を使って滑らかな動きの確保と防錆を
行ってください。

緊緊緊急急急時時時ののの牽牽牽引引引にににつつついいいててて
緊急時には、短距離（0.4 km 以内）に限り、本機
を牽引して移動することができます。 ただし、
通常の移動にはこの方法を使わないようお願いし
ています。

重重重要要要 牽牽牽引引引移移移動動動時時時ののの速速速度度度ははは、、、3-53-53-5 km/hkm/hkm/hとととしししてててくくくだだださささ
いいい；；；こここれれれ以以以上上上ののの速速速度度度でででははは駆駆駆動動動系系系ににに損損損傷傷傷ををを与与与えええるるる危危危険険険
がががああありりりままますすす。。。長長長いいい距距距離離離ををを移移移動動動しししなななけけけれれればばばななならららななないいい場場場
合合合にににはははトトトレレレーーーラララなななどどどををを使使使用用用しししてててくくくだだださささいいい。。。

1. 油圧ポンプについているバイパスバルブ（図
31）の溝が「縦」になるようにバルブを回転
させる。

G017135

1

図図図 313131

1. バイパスバルブ（図はバルブが閉じた状態＝バルブの溝が
水平）

2. エンジンを始動する時には、必ずバイパス
バルブ（図 31）を閉じる（溝が横向きにな
る）。バルブを開けたままでエンジンを掛け
ないこと。
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保保保守守守
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備ににに関関関すすするるる詳詳詳細細細はははエエエンンンジジジンンンのののオオオペペペレレレーーータタターーーズズズマママニニニュュュアアアルルルををを参参参照照照しししてててくくくだだださささいいい。。。

注注注意意意

始始始動動動キキキーーーをををつつつけけけたたたままままままにににしししててておおおくくくととと、、、誰誰誰でででもももいいいつつつでででもももエエエンンンジジジンンンををを始始始動動動さささせせせるるるここことととがががでででききき、、、危危危険険険
ででであああるるる。。。

整整整備備備・・・調調調整整整作作作業業業ののの前前前にににははは必必必ずずずエエエンンンジジジンンンををを停停停止止止ししし、、、キキキーーーををを抜抜抜いいいててておおおくくくこここととと。。。点点点火火火コココーーードドドががが点点点火火火プププラララ
グググににに触触触れれれななないいいよよようううににに十十十分分分離離離しししててておおおくくくこここととと。。。

推推推奨奨奨ささされれれるるる定定定期期期整整整備備備作作作業業業

整整整備備備間間間隔隔隔 整整整備備備手手手順順順

使用開始後最初の 1 時間 • ホイールナットのトルクを点検する。

使用開始後最初の 10 時間 • ホイールナットのトルクを点検する。

使用開始後最初の 25 時間 • エンジンオイルとフィルタの交換を行う。

使用開始後最初の 50 時間
• 油圧フィルタを交換する。
• エンジンの回転数を点検する（アイドル回転とフルスロットル）。

使用するごとまたは毎日

• エンジンオイルの量を点検する。
• 油圧オイルの量を点検してください。
• インタロックシステムを点検する。
• 作業後の洗浄と点検
• 油圧ラインとホースを点検する。

50運転時間ごと

• グリスアップを行う（機体を水洗いしたあと直ちに）。
• エアクリーナのスポンジ製フィルタの整備を行う（悪条件下ではより頻繁に）。
• バッテリー液の量を点検する。
• バッテリーケーブルの接続状態を点検する。

100運転時間ごと
• エアクリーナのカートリッジの整備を行う（悪条件下ではより頻繁に）。
• エンジンオイルとフィルタの交換を行う。

200運転時間ごと
• ホイールナットのトルクを点検する。
• リールベアリングの予負荷の点検を行う。

800運転時間ごと

• 点火プラグを交換する。
• 燃料フィルタを清掃する。
• 油圧オイルを交換する。
• 油圧フィルタを交換する。
• エンジンの回転数を点検する（アイドル回転とフルスロットル）。
• バルブのクリアランスを点検する。

2年ごと
• 燃料ラインとその接続の点検。
• 可動部ホースを交換する。
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始始始業業業点点点検検検表表表
このページをコピーして使ってください。

第第第週週週点点点検検検項項項目目目

月月月 火火火 水水水 木木木 金金金 土土土 日日日

インタロックの動作を点検す
る。

計器類の動作

リークディテクタの作動確認

ブレーキの動作を確認する。

燃料残量

油圧オイルの量

エンジンオイルの量を点検す
る。

冷却フィンの汚れを落とす。

エンジンのエアフィルタとプレ
クリーナの点検

エンジンからの異常音

リールとベッドナイフの摺り合
わせを点検する。

油圧ホースの磨耗損傷を点
検。

オイル漏れなど。

タイヤ空気圧を点検する。

刈高の調整具合を点検する。

グリスアップ。1

刈り込み、昇降、ブレーキの各
リンクの潤滑を行う。

塗装傷のタッチアップ

1. 車体を水洗いしたときは整備間隔に関係なく直ちにグリスアップする。

要注意個所の記録

点検担当者名：

内容 日付 記事
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定定定期期期整整整備備備ススステテテッッッカカカーーー

図図図 323232

整整整備備備前前前ににに行行行ううう作作作業業業

運運運転転転席席席ををを取取取りりり外外外すすす
整備を行うときには運転席を取り外すことができ
ます。

1. ラッチを外して運転席を倒す。支柱で支える。

2. 座席下のワイヤハーネス（２本）のコネクタ
を外す。

3. 座席を降ろし、回転軸を固定しているコッ
ターピンを抜き取る（図 33）。

図図図 333333

1. コッターピン 2. シートピボットロッド

4. 回転軸を左側に抜き取り、座席を前に引いて
上に外す。

5. 取り付けは上記と逆の手順で行う。

機機機体体体のののジジジャャャッッッキキキアアアッッップププ

注注注意意意

ジジジャャャッッッキキキややや木木木材材材ブブブロロロッッックククなななどどどででで機機機体体体ををを確確確実実実ににに固固固
定定定しししてててかかかららら作作作業業業ををを行行行っっってててくくくだだださささいいい。。。

ジャッキを掛ける前にカッティングユニットを降
下させてください。ジャッキアップ箇所は以下の
通りです：

• 右側（ジャッキパッド部分）と、 ROPS（横転
保護バー）のサポートブラケットの近く（図
34）。

• 左側：ステップの下

• 後ろ：キャスタフォーク

図図図 343434

1. ジャッキパッド
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潤潤潤滑滑滑

グググリリリスススアアアッッップププををを行行行ううう
定期的に、全部のベア リングとブッシュにNo.2汎
用リチウム系グリスを注入します。通常の使用条件
では 50 運転時間ごとに行います。

グリスアップ箇所は以下の通りです：

• 後ローラハブ・アセンブリ（3輪駆動キットを搭
載している場合には、後ローラクラッチと外部
ボールベアリング；１か所（図 35）

図図図 353535

• ステアリングフォークのシャフト：1か所（図
36）

• ステアリングシリンダロッドの端部（図 36）

G017144

図図図 363636

• 昇降アームのピボット（3か所）とピボットヒン
ジ（3か所）（図 37）

図図図 373737

• プルフレームのシャフトとローラ：12 か所（図
38）

図図図 383838

• ステアリングシリンダの端部（図 39）

図図図 393939
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• 昇降シリンダ：3か所（図 40）

図図図 404040

• 走行ペダル (図 41)

図図図 414141

• 速度セレクタのリンク部（図 42 と 図 43）

図図図 424242

G017145

図図図 434343

グリスアップの手順は以下の通りです：

1. 異物を押し込んでしまわないよう、グリスニッ
プルをきれいに拭く｡

2. ベアリング（又はブッシュ）からグリスがは
み出てくるのが見えるまで注入する。はみ出
したグリスはふき取る。

3. カッティングユニットを外した時にはリール
モータのスプラインシャフトと昇降アームと
にグリスを塗布する。

4. 芝刈り作業後の水洗いが終わったら、ピボッ
ト部にはSAE 30 エンジンオイルか潤滑剤
（WD40）を塗布または吹き付けする。
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エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備

エエエアアアクククリリリーーーナナナののの整整整備備備
50 運転時間ごと（悪条件下で使用している場合に
はより短い間隔で）にプレクリーナ（スポンジ）
を清掃、100 運転時間ごとにカートリッジを清掃
します。

1. ロック用クリップを取り、エアクリーナカバー
（図 44）を外す。カバーを丁寧に清掃する。

図図図 444444

1. エアクリーナのカバー

2. エレメントをエアクリーナに固定している蝶
ナットを外す。

3. スポンジ（図 45）を点検し、汚れていれば
ペーパーエレメントから外す。以下の要領で
丁寧に清掃してください：

A. スポンジを温水と液体洗剤で押し洗いす
る。絞るとスポンジが破れるので押し洗
いで汚れを落とす。

B. 洗い上がったら、きれいなウェスにはさ
んで水分を取る。ウェスをよく押して水
分を十分に取る。

図図図 454545

1. スポンジ 2. ペーパーエレメント

4. スポンジを点検する時にはペーパーエレメン
トの状態も同時に点検する。エレメントの平
たい面を軽く叩いて汚れを落とす。汚れがひ
どければ交換する。

5. スポンジ、ペーパーエレメント、カバーを元
通りに取り付ける。

重重重要要要 エエエレレレメメメンンントトトををを外外外しししたたたままままままでででエエエンンンジジジンンンををを運運運
転転転しししななないいいこここととと。。。エエエンンンジジジンンンににに大大大きききななな損損損傷傷傷ががが起起起ききき
るるる場場場合合合がががああありりりままますすす。。。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルとととフフフィィィルルルタタタののの交交交換換換
最初の 25 運転時間でオイルとフィルタの初回交
換を行います。その後は 100 運転時間ごとにこれ
らを交換します。

1. ドレンプラグ (図 46) を外してオイルを容
器に受ける。オイルが抜けたらドレンプラグ
を取り付ける。

図図図 464646

1. ドレンプラグ 2. オイルフィルタ
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2. オイルフィルタ（図 46）を外す。新しいフィ
ルタのガスケットに薄くエンジンオイルを塗
る。

3. ガスケットがアダプタに当たるまで手でねじ
込み、そこから更に 3/4～1 回転増し締めす
る。締締締めめめすすすぎぎぎななないいいよよようううににに注注注意意意すすするるるこここととと。。。

4. クランクケースにオイルを入れる； エンジン
オイルを点検する (ページ 20)を参照。

5. 使用済みオイルは適切に処分する。

スススロロロッッットトトルルルコココンンントトトロロローーールルルののの調調調整整整
スロットルの正確な動作のために、スロットルコン
トロールの正しい調整が必要です。スロットル操
作に対する応答が悪い場合、キャブレタを疑う前
に、スロットルの調整が正しいかどうかを点検する
必要があります。

1. スロットルケーブルをエンジンに固定してい
るクランプのネジをゆるめる(図 47)。

図図図 474747

1. スロットルケーシングのク
ランプネジ

5. チョークケーシングのクラ
ンプネジ

2. スロットルケーブル 6. チョークケーブル

3. スイベル 7. チョークバタフライ

4. ストップ

2. スロットルコントロールを前に倒して FAST
位置とする。

3. スロットルケーブルを十分に引いて、スイベ
ルの後部をストップに接触させる(図 47)。

4. ケーブルクランクのねじを締めて、エンジン
の rpm 設定を確認する。

• ハイアイドル： 2850±50 rpm

• ローアイドル： 1650±100 rpm。

チチチョョョーーークククコココンンントトトロロローーールルルののの調調調整整整
1. スロットルケーブルをエンジンに固定してい

るクランプのネジをゆるめる(図 47)。

2. チョークコントロールレバーを前に倒して
Closed 位置とする。

3. チョークケーブルを十分に引いてチョークを
完全に閉じ、その位置でクランプのネジを締
める(図 47)。

エエエンンンジジジンンン速速速度度度ののの調調調整整整ををを行行行ううう
重重重要要要 こここののの調調調整整整ののの前前前ににに、、、スススロロロッッットトトルルルコココンンントトトロロローーールルルととと
チチチョョョーーークククコココンンントトトロロローーールルルががが正正正しししくくく調調調整整整ささされれれててていいいるるるこここととと
ををを確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。

警警警告告告

こここののの最最最終終終調調調整整整ははは、、、エエエンンンジジジンンンををを回回回転転転さささせせせななながががららら行行行
ううう必必必要要要がががあああるるる。。。可可可動動動部部部ややや高高高温温温部部部ににに触触触れれれるるるととと非非非
常常常ににに危危危険険険ででであああるるる。。。

••• 作作作業業業前前前ににに、、、走走走行行行シシシススステテテムムムはははニニニュュューーートトトラララルルルととと
ししし、、、駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキををを確確確実実実ににに掛掛掛けけけるるる。。。

••• 手手手足足足ややや顔顔顔ややや衣衣衣服服服ををを回回回転転転部部部やややマママフフフラララやややカカカッッッ
テテティィィンンングググユユユニニニッッットトトののの刃刃刃なななどどどににに近近近づづづけけけななないいいよよよ
ううう十十十分分分注注注意意意すすするるるこここととと。。。

1. エンジンを始動し、ハーフスロットルで約5分
間のウォームアップを行う。

2. スロットルコントロールを Slow 位置にセット
する。アイドルストップネジを左に回して、ス
ロットルレバーに当たらなくなるようにする。

3. 調速アイドルスプリングアンカーの耳(図 48)
を曲げて、エンジン速度を 1650±100 RPM に
調整する。タコメータで速度を確認のこと。

図図図 484848

図はエアクリーナを外した状態

1. 調速アイドルスプリングア
ンカーの耳

2. 高速アイドルスプリングア
ンカーの耳

4. ステップ3で設定した回転数よりも25～50 rpm
高くなるように、アイドルストップねじを右
に回して調整する。
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5. スロットルコントロールをFAST位置とする。
高速アイドルスプリングアンカーの耳(図 48)
を曲げて、エンジン速度を 3400±50 RPM に
調整する。

点点点火火火プププラララグググののの交交交換換換
点火プラグは、800 運転時間ごとに交換します。

エア・ギャップを 0.76 mmに調整してください。

使用する点火プラグはチャンピオン（Champion）
RC 14YC です。

注注注 点火プラグは非常に耐久性のある部品ですが、
エンジンにトラブルが出た場合は必ず点検してく
ださい。

1. 点火プラグを外した時にエンジン内部に異物
が落ちないように､プラグの周囲をきれいに
清掃する。

2. 点火コードをプラグから外し、シリンダヘッ
ドからプラグを外す。

3. 電極 (側面と中央) と碍子の状態を点検する。

重重重要要要 汚汚汚れれれそそそののの他他他ののの不不不具具具合合合のののあああるるる点点点火火火プププラララグググ
ははは交交交換換換しししてててくくくだだださささいいい。。。点点点火火火プププラララグググにににサササンンンドドドブブブ
ラララススストトトをををかかかけけけたたたりりり、、、ナナナイイイフフフ状状状のののももものののででで削削削っっったたた
りりり､､､ワワワイイイヤヤヤブブブラララシシシででで清清清掃掃掃しししたたたりりりしししななないいいでででくくくだだださささ
いいい；；；プププラララグググににに残残残っっったたた細細細かかかいいい破破破片片片がががシシシリリリンンンダダダ内内内
ににに落落落ちちちるるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

4. エアギャップを 0.76 mm に調整する(図 49)。

図図図 494949

5. 正しく調整された点火プラグをガスケットシー
ルと共にエンジンに取りつけ、23 Nm(200 in-lb
= 2.3 kg.m）にトルク締めする。トルクレンチ
がない場合は十分に締めつける。

燃燃燃料料料系系系統統統ののの整整整備備備

燃燃燃料料料フフフィィィルルルタタタののの交交交換換換
燃料フィルタはインラインタイプで、燃料タンクと
キャブレタの間に設置してあります（図 50）。800
時間ごと、又は燃料の流れが悪くなれば交換してく
ださい。フィルタに付いている矢印をエンジンの
方に向けて取り付けてください。

危危危険険険

ガガガソソソリリリンンンははは非非非常常常ににに引引引火火火･･･爆爆爆発発発しししやややすすすいいい物物物質質質ででであああ
るるる。。。発発発火火火しししたたたりりり爆爆爆発発発しししたたたりりりすすするるるととと、、、やややけけけどどどややや火火火
災災災なななどどどををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

••• エエエンンンジジジンンンががが冷冷冷えええてててかかかららら燃燃燃料料料タタタンンンクククかかからららガガガソソソ
リリリンンンををを抜抜抜ききき取取取るるる。。。こここののの作作作業業業ははは必必必ずずず屋屋屋外外外ののの広広広いいい
場場場所所所ででで行行行ううう。。。こここぼぼぼれれれたたたガガガソソソリリリンンンはははふふふききき取取取るるる。。。

••• ガガガソソソリリリンンン取取取りりり扱扱扱いいい中中中ははは禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守ししし、、、火火火花花花
ややや炎炎炎ををを絶絶絶対対対ににに近近近づづづけけけななないいい。。。

1. 燃料バルブを閉じ、フィルタのキャブレタ側
についているホースクランプをゆるめ、燃料
ラインからフィルタを外す(図 50)。

図図図 505050

1. 燃料バルブ 2. 燃料フィルタ

2. フィルタの下に容器を置き、もう一方のクラ
ンプも外してフィルタを取り出す（図 50）。

3. 新しいフィルタを取り付ける。この時、フィ
ルタ本体についている矢印をキャブレタの方
に向ける。

燃燃燃料料料ララライイインンンとととそそそののの接接接続続続
整整整備備備間間間隔隔隔::: 2年ごと

劣化・破損状況やゆるみが発生していないかを調べ
てください。
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電電電気気気系系系統統統ののの整整整備備備

バババッッッテテテリリリーーーののの整整整備備備
バッテリーの電解液は常に正しいレベルに維持し､
バッテリー上部を常にきれいにしておいてくださ
い｡涼しい場所にマシンを格納しておくとバッテ
リーを長持ちさせることができます。

電解液の量は50運転時間ごとに点検します｡格納中
は30日ごとに点検します｡

危危危険険険

電電電解解解液液液にににははは触触触れれれるるるととと火火火傷傷傷ををを起起起こここすすす劇劇劇薬薬薬ででであああるるる
硫硫硫酸酸酸ががが含含含まままれれれててていいいるるる。。。

••• 電電電解解解液液液ををを飲飲飲まままななないいいこここととと。。。まままたたた、、、電電電解解解液液液ををを皮皮皮
膚膚膚ややや目目目ややや衣衣衣服服服ににに付付付けけけななないいいよよよううう十十十分分分注注注意意意すすするるる
こここととと。。。安安安全全全ゴゴゴーーーグググルルルとととゴゴゴムムム手手手袋袋袋ででで目目目ととと手手手ををを
保保保護護護すすするるるこここととと。。。

••• 皮皮皮膚膚膚ににに付付付いいいたたた場場場合合合にににすすすぐぐぐににに洗洗洗浄浄浄ででできききるるるよよよううう、、、
必必必ずずず十十十分分分ななな量量量ののの真真真水水水ををを用用用意意意しししててておおおくくくこここととと。。。

各セルへは、蒸留水またはミネラルを含まない水を
適正レベルまで補給してください。但し、電解液の
量が、各セルの内側についているスプリットリング
の高さ以上にならないよう、注意してください。

バッテリー上部はアンモニア水または重曹水に浸し
たブラシで定期的に清掃してください｡ 清掃後は
表面を水で流して下さい｡ 清掃中はセルキャップ
を外さないでください｡

バッテリーのケーブルは､接触不良にならぬよう､端
子にしっかりと固定してください｡

警警警告告告

バババッッッテテテリリリーーーケケケーーーブブブルルルののの接接接続続続手手手順順順ががが不不不適適適切切切ででであああるるる
とととケケケーーーブブブルルルがががシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花ががが発発発生生生
すすするるる。。。そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆発発発ををを起起起こここししし
人人人身身身事事事故故故ににに至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

••• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり外外外すすす時時時ははは、、、必必必ずずずマママイイイナナナススス
（（（黒黒黒）））ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり外外外すすす。。。

••• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる時時時ははは、、、必必必ずずずプププラララススス
（（（赤赤赤）））ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり付付付けけけ、、、そそそれれれかかからららマママ
イイイナナナススス（（（黒黒黒）））ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる。。。

端子が腐食した場合は､ ケーブルを外し（マイナス
ケーブルから先に外すこと）、クランプと端子とを
別々に磨いてください｡ 磨き終わったらケーブルを
バッテリーに接続し（プラスケーブルから先に接続
すること）、端子にはワセリンを塗布してください｡

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第656565号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

バババッッッテテテリリリーーーやややバババッッッテテテリリリーーー関関関連連連製製製品品品にににははは鉛鉛鉛ががが含含含
まままれれれててておおおりりり、、、カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは発発発ガガガンンン性性性
ややや先先先天天天性性性異異異常常常ををを引引引ききき起起起こここすすす物物物質質質とととささされれれててていいいままま
すすす。。。取取取りりり扱扱扱いいい後後後ははは手手手をををよよよくくく洗洗洗っっってててくくくだだださささいいい。。。

ヒヒヒュュューーーズズズののの整整整備備備
ヒューズは座席下にあります（図 51）。

図図図 515151

1. ヒューズ
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走走走行行行系系系統統統ののの整整整備備備

トトトララランンンスススミミミッッッシシショョョンンンのののニニニュュューーートトトラララルルル
調調調整整整
走行ペダルがニュートラル位置にあるのに機体が
動き出す場合にはトランスミッションの調整が必
要です。

1. どちらか一方の前輪を浮かして機体を支える。

注注注 ３輪駆動キット装着車の場合には後輪も
浮かせてください。

2. エンジンを始動し、スロットルをSLOW にセッ
ト、浮いている前輪が回転していることを確
認する。

3. エンジンを止め、以下の手順で調整する：

A. 走行ケーブルを油圧トランスミッション
のバルクヘッドに取り付けているジャム
ナット（図 52）を両方ともゆるめる。
ジャムナットは調整ができるよう十分に、
また均等にゆるめること。

図図図 525252

1. 走行ケーブル 4. 偏芯ナット

2. バルクヘッド 5. ロックナット

3. ジャムナット

注注注偏芯ナットをトランスミッション上部に
止めているナット（図 52）をゆるめる。

B. 機能コントロールをニュートラル位置に、
スロットルを Slow 位置にセットする。
エンジンを掛ける。

C. どちらにも車輪が回らないように偏芯ナッ
トを回して調整する。調整ができたら固
定ナットを締める（図 52）。スロットル
SLOW およびFAST 位置で調整が正しいこ
とを確認する。

D. バルクヘッドのそれぞれの側から、ロッ
クナットを均等に締め付けて、ケーブル

を固定する（図 52）。ケーブルをねじら
ないように注意すること。

注注注 モードレバーがニュートラル位置のと
きにケーブルが緊張していると、芝刈り
モードや移動走行モードに切り換えたと
きにペダルを踏まなくても走り出してし
まいます。

移移移動動動走走走行行行速速速度度度ののの調調調整整整

最最最高高高速速速度度度ががが出出出せせせるるるよよようううににに調調調整整整すすするるる

走行ペダルは最高速度を出せるように出荷時に調
整されていますが、一杯に踏んでいるのにペダル
ストップに当たらないようになったら調整が必要
です。また、最高速度を下げたい場合にも調整を
行います。

モードレバーを「移動走行」位置にセットし、ペダ
ルを一杯に踏み込めば最高速度となります。ケーブ
ルに張力が掛かる前にペダルがストップ（図 53）
に当たる場合には調整が必要です。

1. モードレバーを「移動走行」位置にセットし、
ペダルストップを固定しているロックナット
をゆるめる（図 53）。

2. ペダルストップを締め込んで、走行ペダルか
ら離す。

3. ペダルに軽く力を掛けながら、ペダルストップ
の位置の微調整を行い、調整ができたらロッ
クナットで調整を固定する。

重重重要要要 ケケケーーーブブブルルルににに無無無理理理ななな張張張力力力ががが掛掛掛かかかるるるとととケケケーーーブブブ
ルルルののの寿寿寿命命命ががが短短短くくくなななりりりままますすすかかかららら、、、張張張りりりすすすぎぎぎななないいい
よよよううう注注注意意意しししてててくくくだだださささいいい。。。

図図図 535353

1. ペダルストップ

走走走行行行速速速度度度ををを下下下げげげるるる

1. ペダルを踏み、ペダルストップを固定してい
るロックナットをゆるめる。
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2. 希望する速度になるまでペダルストップをゆ
るめる。

3. ロックナットで調整を固定する。

芝芝芝刈刈刈りりり速速速度度度ののの調調調整整整
製造時に6.1 km/hに調整していますが、ご希望に
応じて変更することができます。

1. ペダルロックボルトのジャムナットをゆるめ
る（図 54）。

図図図 545454

1. ペダルロックのキャップスクリュ

2. ボルトを右に回すほど刈り込み速度が速くな
り、左へ回すほど遅くなります。

3. 調整ができたらジャムナットを締めて走行速
度をチェックする。必要に応じてこの操作を
繰り返す。

ブブブレレレーーーキキキののの整整整備備備

ブブブレレレーーーキキキののの調調調整整整
両輪を均等に調整できるよう、機体両側にブレー
キ調整ロッドがついています。以下の手順で調整
します：

1. 走行中にブレーキペダルを踏み、両輪が均等
にロックするか調べる。

注注注意意意

狭狭狭いいい場場場所所所ややや人人人ののの近近近くくくでででのののブブブレレレーーーキキキテテテススストトト
ははは大大大変変変危危危険険険ででであああるるる。。。

ブブブレレレーーーキキキ調調調整整整ののの前前前後後後ににに行行行うううテテテススストトトははは、、、必必必
ずずず人人人ややや障障障害害害物物物のののななないいい平平平坦坦坦ででで広広広いいい場場場所所所ででで行行行
うううこここととと。。。

2. ブレーキが片効きであれば、コッターピンと
クレビスピンを外して、ブレーキロッドを外
す（図 55）。

図図図 555555

1. クレビスピンとヘアピンコッ
ター

3. クレビス

2. ジャムナット 4. ブレーキシャフト

3. ジャムナットをゆるめ、クレビスを調整する
（図 55）。

4. クレビスをシャフトに取り付ける（図 55）。

5. 調整が終了したら、ブレーキペダルのあそび
の量を点検する。ブレーキシューがドラムに
接触するまでに、13-26 mm の遊びがあるのが
適切である。必要に応じて再調整する。

6. 走行中にブレーキペダルを踏み、両輪が均等に
ロックするか調べる。必要に応じて調整する。

7. ブレーキは、毎年一度、慣らし掛けを行うこ
とをお奨めします。 慣らし運転期間 (ペー
ジ 23) を参照。
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制制制御御御系系系統統統ののの整整整備備備

カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトののの昇昇昇降降降タタタイイイミミミ
ンンングググののの調調調整整整
本機のカッティングユニット昇降回路にはフローコ
ントロールバルブ（図 56）がついています。この
バルブは出荷時に約3 回転の開度に調整されていま
すが、作動油温度、作業速度などにより調整が必要
になる場合があります。以下の手順で調整します：

図図図 565656

1. フローコントロールバルブ

注注注 油圧オイルの温度が十分上昇してから調整にか
かってください。

1. 運転席を上げ、センタープルフレーム用フロー
コントロールバルブ（図 56）を露出させる。
バルブは油圧マニホルドの側面についている。

2. フローコントロールの調整ノブについている
ジャムナットをゆるめる。

3. 中央のカッティングユニットの降下が遅すぎ
る場合、ノブを左に1/4 回転、降下が早すぎ
る場合は、右に1/4 回転させる。

4. 希望の設定ができたらノブを固定し、ジャム
ナットを締める。

昇昇昇降降降シシシリリリンンンダダダののの調調調整整整
上昇位置（移動走行時）における前カッティング
ユニットの高さを調整するには、昇降シリンダを
調整します。

1. カッティングユニットを床面まで降下させる。

2. 調整するカッティングユニットの昇降シリン
ダのクレビスのジャムナットをゆるめる。

3. 昇降アームからシリンダのクレビスを外す。

4. ロッドを回して適当な長さにする。

5. クレビスをシリンダに接続し、ジャムナット
を締める。
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油油油圧圧圧系系系統統統ののの整整整備備備

油油油圧圧圧オオオイイイルルルとととフフフィィィルルルタタタののの交交交換換換
通常は800 運転時間でオイルとフィルタを交換し
ます。

オイルが汚染されてしまった場合は油圧系統全体を
洗浄する必要がありますのでトロ代理店にご連絡く
ださい。汚染されたオイルは乳液状になったり黒ず
んだ色なったりします。

フィルタ交換時期：

• 最初の 50 運転時間後

• その後 800 運転時間ごと

1. フィルタ容器の周辺をウェスできれいにぬぐ
う (図 57)。フィルタの下に廃油受けを置い
てフィルタを外す。

図図図 575757

1. 油圧フィルタ

注注注 オイルを抜かずにフィルタのみを交換す
る場合には、フィルタに入るラインに栓をし
てください。

2. フィルタにオイルを入れ、ガスケットをオイ
ルで湿し、ガスケットがフィルタヘッドに当
たるまで手で回し入れる。その状態からさら
に 3/4 回転締め付ける。

3. 油圧オイルタンクと補助タンク（小さい方の
タンク）に約 32 リットルの油圧オイルを入
れる。 油圧オイルの量を点検する (ページ
21)を参照。

4. エンジンを始動させ、3～5分間のアイドリン
グを行ってオイルを全体に行き渡らせ、内部
にたまっているエアを逃がす。エンジンを止
め、油量を再点検する。

5. 廃油は適切な方法で処理する。

注注注 リークディテクタの警告音が鳴った場合
は、一旦エンジンを停止し、オイル量が安定す

るまで数分待ってください。オイル量が安定し
たら、もう一度オイル量を点検してください。

油油油圧圧圧ララライイインンンとととホホホーーースススののの点点点検検検

警警警告告告

高高高圧圧圧ででで噴噴噴出出出すすするるる作作作動動動油油油ははは皮皮皮膚膚膚ををを貫貫貫通通通ししし、、、身身身体体体
ににに重重重大大大ななな損損損傷傷傷ををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

••• 油油油圧圧圧ををを掛掛掛けけけるるる前前前ににに、、、油油油圧圧圧ララライイインンンやややホホホーーースススににに
傷傷傷ややや変変変形形形がががななないいいかかか接接接続続続部部部ががが確確確実実実ににに締締締まままっっっててて
いいいるるるかかかををを確確確認認認すすするるる。。。

••• 油油油圧圧圧のののピピピンンンホホホーーールルルリリリーーークククやややノノノズズズルルルかかからららははは作作作
動動動油油油ががが高高高圧圧圧ででで噴噴噴出出出しししててていいいるるるのののででで、、、絶絶絶対対対ににに手手手
なななどどどををを近近近づづづけけけななないいい。。。

••• リリリーーークククののの点点点検検検にににははは新新新聞聞聞紙紙紙やややボボボーーールルル紙紙紙ををを使使使ううう。。。

••• 油油油圧圧圧関関関係係係ののの整整整備備備ををを行行行ううう時時時ははは、、、内内内部部部ののの圧圧圧力力力ををを
確確確実実実ににに解解解放放放すすするるる。。。

••• 万万万一一一、、、噴噴噴射射射液液液ががが体体体内内内ににに入入入っっったたたららら、、、直直直ちちちににに専専専
門門門医医医ののの治治治療療療ををを受受受けけけるるる。。。

油圧ライン・油圧ホースにオイル漏れ、ねじれ、支
持部のゆるみ、磨耗、フィッティングのゆるみ、風
雨や薬品による劣化などがないか毎日点検してく
ださい。異常を発見したら必ず運転を行う前に修
理してください。
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カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトののの保保保守守守

バババッッックククラララッッップププ

警警警告告告

バババッッックククラララッッップププ中中中にににリリリーーールルルににに触触触れれれるるるととと大大大けけけがががをををすすす
るるる。。。

••• リリリーーールルルそそそののの他他他ののの可可可動動動部部部ににに手手手指指指、、、足足足、、、衣衣衣類類類等等等
ををを近近近づづづけけけななないいいよよよううう注注注意意意すすするるるこここととと。。。

••• エエエンンンジジジンンンががが動動動いいいててていいいるるる間間間ははは、、、止止止まままっっったたたリリリーーー
ルルルををを絶絶絶対対対ににに手手手ややや足足足ででで回回回そそそうううとととしししななないいいこここととと。。。

1. 平らな場所に駐車し、カッティングユニット
を降下させ、エンジンを停止し、駐車ブレー
キを掛ける。

2. 運転席を上げてリールコントロールを露出さ
せる。

3. 各カッティングユニットのリールと下刃をバッ
クラップ用に設定する；カッティングユニッ
トのオペレーターズマニュアルを参照。

危危危険険険

バババッッックククラララッッップププ中中中にににエエエンンンジジジンンン速速速度度度ををを変変変えええるるるととと
リリリーーールルルががが停停停止止止すすするるるここことととがががあああるるる。。。

••• バババッッックククラララッッップププ中中中ははは絶絶絶対対対にににエエエンンンジジジンンン速速速度度度
ををを変変変えええななないいいこここととと。。。

••• バババッッックククラララッッップププはははアアアイイイドドドルルル速速速度度度以以以外外外でででははは
行行行わわわななないいいこここととと。。。

4. エンジンを始動し、アイドル回転にセットす
る。

5. バックラップレバーを R 位置にセットする
（図 58）。

6. リール速度セレクタを 1にセットする（図
58）。

図図図 585858

1. バックラップレバー 2. リール速度コントロール

7. 刈り込み・移動走行切り替えレバーをニュー
トラル位置にしてカッティングユニット･コン
トロールレバーを前に倒すとリールが回転し
てバックラップが始まる。

8. 長い柄のブラシを使ってラッピングコンパウ
ンドを塗布しながらラッピングを続ける。柄
の短いブラシは絶対に使用しないこと。

9. リールが停止したり回転にムラがある場合は、
速度設定を上げて回転を安定させてからもと
の速度（或いは希望速度）に戻す。

10. バックラップ中にカッティングユニットを調
整する必要が生じた場合は、カッティングユ
ニット･コントロールレバー（ジョイスティッ
ク）を上昇位置に操作する。調整が終ったら
4～8を行う。

11. バックラップするユニット全部に上記手順を
行う。

12. バックラップが終了したら、バックラップレ
バーを F 位置に戻し、運転席を元にもどして
固定し、カッティングユニットに付いているコ
ンパウンドを完全に落とす。必要に応じてリー
ルと下刃の間隔を調整する。リール回転速度コ
ントロールを、希望の速度位置にセットする。

重重重要要要 バババッッックククラララッッップププレレレバババーーーををを FFF 位位位置置置ににに戻戻戻さささななな
いいいととと、、、カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトののの上上上昇昇昇なななどどどののの操操操
作作作をををすすするるるここことととがががででできききままませせせんんん。。。
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保保保管管管
長期間にわたって保管する場合には以下のような
作業を行ってください：

1. 機体からゴミや刈りカスをきれいに取り除
く。必要に応じてリールやベッドナイフの研
磨を行う（カッティングユニットのオペレー
ターズマニュアルを参照のこと）。ベッドナ
イフやリールの刃にはさび止めを塗布する。
グリスアップと機体各部の潤滑を行う； グリ
スアップを行う (ページ 32)のページを参照。

2. タイヤに重量がかからないように完全にブ
ロックする。

3. 油圧オイルとフィルタを交換する。油圧ライ
ンやフィッティングを注意深く点検し、必要
に応じて交換する； 油圧オイルとフィルタの
交換 (ページ 41) と 油圧ラインとホースの点
検 (ページ 41)を参照。

4. 燃料タンクから燃料を抜き取る。エンジンを
始動し、燃料切れで自然に停止させる。燃料
フィルタを交換する； 燃料フィルタの交換
(ページ 36)を参照。

5. エンジンがまだ暖かいうちに、エンジンオイ
ルを抜き取る。新しいオイルを入れる； エン
ジンオイルとフィルタの交換 (ページ 34)を
参照。

6. 点火プラグを外し、SAE 30 オイルをシリンダ
内に30 ml 流し込み、クランクをゆっくり回転
させて内部にオイルを十分に行き渡らせる。
点火プラグを交換する； 点火プラグの交換
(ページ 36)を参照。

7. シリンダ、エンジン、フィン、ブロアハウジ
ングなどをきれいに清掃する。

8. バッテリーを取り外して完全充電する。充電
終了後は、機体に取り付けて保存しても、機
体から外したままで保存してもよい。機体に
取り付けて保存する場合は、ケーブルを外し
ておいてください。温度が高いとバッテリー
は早く放電しますので、涼しい場所を選んで
保管してください。

9. 可能であれば暖かで乾燥した場所で保管する。
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図図図面面面

G017140

電電電気気気回回回路路路図図図,,, パパパーーートトト 111 (Rev.(Rev.(Rev. A)A)A)

44



G017141

電電電気気気回回回路路路図図図,,, パパパーーートトト222 (Rev.(Rev.(Rev. A)A)A)
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G017142

油油油圧圧圧回回回路路路図図図,,, パパパーーートトト111 (Rev.(Rev.(Rev. A)A)A)
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G017143

油油油圧圧圧回回回路路路図図図,,, パパパーーートトト222 (Rev.(Rev.(Rev. A)A)A)
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ToroToroToro 製製製品品品ののの総総総合合合品品品質質質保保保証証証

限定保証

保保保証証証条条条件件件おおおよよよびびび保保保証証証製製製品品品

Toro 社およびその関連会社であるToro ワランティー社は、両社の合意に基
づき、Toro 社の製品（「製品」と呼びます）の材質上または製造上の欠陥に対
して、2年間または1500運転時間のうちいずれか早く到達した時点までの
品質保証を共同で実施いたします。この保証はエアレータを除くすべての
製品に適用されます（エアレータに関する保証については該当製品の保証
書をご覧下さい）。 この品質保証の対象となった場合には、弊社は無料で
「製品」の修理を行います。この無償修理には、診断、作業工賃、部品代、
運賃が含まれます。保証は「製品」が納品された時点から有効となります。
*アワーメータを装備している機器に対して適用します。

保保保証証証請請請求求求ののの手手手続続続ききき

保証修理が必要だと思われた場合には、「製品」を納入した弊社代理店（ディ
ストリビュータ又はディーラー） に対して、お客様から連絡をして頂くことが必
要です。連絡先がわからなかったり、保証内容や条件について疑問がある
場合には、本社に直接お問い合わせください。

Toro Commercial Products Service Department
Toro Warranty Company

8111 Lyndale Avenue South

Bloomington, MN 55420-1196

952–888–8801 または 800–952–2740

E-mail: commercial.warranty@toro.com

オオオーーーナナナーーーののの責責責任任任

「製品」のオーナーはオペレーターズマニュアルに記載された整備や調整
を実行する責任があります。これらの保守を怠った場合には、保証が受
けられないことがあります。

保保保証証証ののの対対対象象象とととななならららななないいい場場場合合合

保証期間内であっても、すべての故障や不具合が保証の対象となるわけで
はありません。以下に挙げるものは、この保証の対象とはなりません：

• Toroの純正交換部品以外の部品や Toro 以外のアクサセリ類を搭載し
て使用したことが原因で発生した故障や不具合。 これらの製品につい
ては、別途製品保証が適用される場合があります。

• 推奨される整備や調整を行わなかったことが原因で生じた故障や不具
合。 オペレーターズマニュアル に記載されている弊社の推奨保守手順
に従った適切な整備が行われていない場合。

• 運転上の過失、無謀運転など「製品」を著しく過酷な条件で使用したこと
が原因で生じた故障や不具合。

• 通常の使用に伴って磨耗消耗する部品類。但しその部品に欠陥があっ
た場合には保証の対象となります。通常の使用に伴って磨耗消耗する
部品類とは、ブレーキバッドおよびライニング、クラッチライニング、ブ
レード、リール、ローラおよびベアリング（シールドタイプ、グリス注入タイ
プ共）、ベッドナイフ、タイン、点火プラグ、キャスタホイール、ベアリン
グ、タイヤ、フィルタ、ベルトなどを言い、この他、液剤散布用の部品とし
てダイヤフラム、ノズル、チェックバルブなどが含まれます。

• 外的な要因によって生じた損害。外的な要因とは、天候、格納条件、汚
染、弊社が認めていない燃料、冷却液や潤滑剤、添加剤、肥料、水、
薬剤の使用などが含まれます。

• エンジンのための適正な燃料（ガソリン、軽油、バイオディーゼルなど）
を使用しなかったり、品質基準から外れた燃料を使用したために発
生した不具合。

• 通常の使用にともなう音、振動、磨耗、損耗および劣化。

• 通常の使用に伴う「汚れや傷」とは、運転席のシート、機体の塗装、ス
テッカー類、窓などに発生する汚れや傷を含みます。

部部部品品品

定期整備に必要な部品類（「部品」）は、その部品の交換時期が到来するま
で保証されます。この保証によって交換された部品は製品の当初保証期間
中、保証の対象となり、取り外された製品は弊社の所有となります。 部品や
アセンブリを交換するか修理するかの判断は弊社が行います。場合によ
り、弊社は再製造部品による修理を行います。

デデディィィーーープププサササイイイクククルルルおおおよよよびびびリリリチチチウウウムムムイイイオオオンンン・・・バババッッッテテテリリリーーーののの保保保証証証：：：

ディープサイクル･バッテリーやリチウムイオン・バッテリーは、その寿命中に
放出することのできるエネルギーの総量（kWh）が決まっています。一方、バッ
テリーそのものの寿命は、使用方法、充電方法、保守方法により大きく変わ
ります。 バッテリーを使用するにつれて、完全充電してから次に完全充電
が必要になるまでの使用可能時間は徐々に短くなってゆきます。 このよう
な通常の損耗を原因とするバッテリーの交換は、オーナーの責任範囲で
す。 本製品の保証期間中に、上記のような通常損耗によってオーナーの負
担によるバッテリー交換の必要性がでてくることは十分に考えられます。
注：（リチウムイオンバッテリーについて）：リチウムイオンバッテリーには、そ
の部品の性質上、使用開始後 3-5 年についてのみ保証が適用される部品が
あり、その保証は期間割保証（補償額逓減方式）となります。さらに詳しい情
報については、オペレーターズマニュアル をご覧ください。

保保保守守守整整整備備備ににに掛掛掛かかかるるる費費費用用用はははオオオーーーナナナーーーががが負負負担担担すすするるるももものののとととしししままますすす

エンジンのチューンナップ、潤滑、洗浄、磨き上げ、フィルタや冷却液の交
換、推奨定期整備の実施などは「製品」の維持に必要な作業であり、これら
に関わる費用はオーナーが負担します。

そそそののの他他他

上記によって弊社代理店が行う無償修理が本保証のすべてとなります。

両両両社社社ははは、、、本本本製製製品品品ののの使使使用用用ににに伴伴伴っっっててて発発発生生生しししうううるるる間間間接接接的的的偶偶偶発発発的的的結結結果果果的的的損損損害害害、、、例例例えええ
ばばば代代代替替替機機機材材材ににに要要要しししたたた費費費用用用、、、故故故障障障中中中ののの修修修理理理関関関連連連費費費用用用ややや装装装置置置不不不使使使用用用ににに伴伴伴ううう
損損損失失失なななどどどにににつつついいいててて何何何らららののの責責責ももも負負負うううももものののででではははああありりりままませせせんんん。。。両両両社社社ののの保保保証証証責責責任任任ははは
上上上記記記ののの交交交換換換まままたたたははは修修修理理理ににに限限限らららせせせててていいいたたただだだきききままますすす。。。そそそののの他他他にににつつついいいてててははは、、、排排排
気気気ガガガススス関関関係係係ののの保保保証証証ををを除除除ききき、、、何何何らららののの明明明示示示的的的ななな保保保証証証もももおおお約約約束束束すすするるるももものののででではははああありりり
ままませせせんんん。。。商商商品品品性性性ややや用用用途途途適適適性性性にににつつついいいてててののの黙黙黙示示示的的的内内内容容容にににつつついいいてててののの保保保証証証ももも、、、本本本
保保保証証証ののの有有有効効効期期期間間間中中中のののみみみににに限限限っっっててて適適適用用用ささされれれままますすす。。。

米国内では、間接的偶発的損害に対する免責を認めていない州がありま
す。また黙示的な保証内容に対する有効期限の設定を認めていない州があ
ります。従って、上記の内容が当てはまらない場合があります。この保証によ
り、お客様は一定の法的権利を付与されますが、国または地域によっては、
お客様に上記以外の法的権利が存在する場合もあります。

エエエンンンジジジンンン関関関係係係ののの保保保証証証にににつつついいいててて：：：

米国においては環境保護局（EPA）やカリフォルニア州法（CARB）で定められ
たエンジンの排ガス規制および排ガス規制保証があり、これらは本保証とは
別個に適用されます。くわしくはエンジンメーカーのマニュアルをご参照くださ
い。上に規定した期限は、排ガス浄化システムの保証には適用されません。
くわしくは、製品に同梱またはエンジンメーカーからの書類に同梱されてい
る、エンジンの排ガス浄化システムの保証についての説明をご覧下さい。

米米米国国国とととカカカナナナダダダ以以以外外外のののおおお客客客様様様へへへ

米国またはカナダから輸出された製品の保証についてのお問い合わせは、お買いあげのToro社販売代理店（ディストリビュータまたはディーラ）へおたずねくだ
さい。代理店の保証内容にご満足いただけない場合は輸入元にご相談ください。
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